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ウマイや朝マルワーン家統治時代1）におけるメディナ統治

横　内　吾　郎

は　じ　め　に

　メディナは，預言者ムハンマドおよびその後継者である正統カリフたちが居を構えた，イ

スラームの最初期における政治の申心地であった。しかしながら，カリフ＝ウスマーン（在

｛立23－35／644－656年）の死後アリー（在位35－40／656－661年）がイラクのクーファに拠点

を移すと，続いて成立したウマイや朝ではシリアのダマスクスが首都となり，メディナは政

治の中心地としての地位を喪失した。こうして一地方都市となったウマイや朝時代のメディ

ナは，先行研究において非常に軽視されており，ほとんど無視されている。

　先行研究における，このようなウマイや朝時代のメディナの軽視については，いくつかの

理由を考えることができる。第1の理由は，上述したような政治の中心地としての地位の喪

失による，メディナの政治的重要性の低下である。同時代のメディナやメディナが位置する

ヒジャ一一ズ地方に対し，研究者は「死角（toter　Winkel）となって再び政治活動の中心とな

ることはなかった」［Wellhausen　l902：124］，「政治的にはほとんど問題とならない」

［Crone　1980：225］2），「政治的に重要でない」［Blankinship　1994：74］，「現実の権力の中枢

からは遠く離れた」［K：ennedy　2004：83］といった評価を下しており，この地域の政治的な

価値をほとんど認めていない。第2には，メディナやヒジャーズ地方の軍事的，経済的価値

の乏しさが考えられる。正統カリフ時代以来の大征月艮の過程で，アラビア半島から人口の大

！）　ウマイや朝（41－132／661－750年〉は，全14代のカリフをウマイや家から早出した世襲王朝で

　あるが，最初の3代のカリフと残りの11代のカリフはウマイや家の中でも異なる家系に欄してい

　る。最初の3代のカリフが属する家系は，初代カリフ＝ムアーーウィヤ1批（在位41略0／661－680

　年）の父アブー・スフヤーーン（Abtt　Sufyan　b．　Harb　b．　Umayya）の名に國んでスフヤーン家と呼

　ばれ，残りの11代のカリフが属する家系は，第4代カリフ＝マルワーン！世（Marwan　b．

　al－Hakam　b．　Abl　aFA＄b．　Umayya，在位64－65／684喝85年）の名に困んでマルワーン家と呼ばれ

　る［系図3。マルワーン家の統治時代は，64／684年から132／750年までの約70年である。

2＞　このCroneの評価自体は，アラビア半島の諸州（Arabian　provi盒ces）に対するものであるが，

　その中にはメディナの評懸も含まれている。このことは，Croneがアラビア半島の諸州をこのよ

　うに評価した次の頁で，スフヤーン家統治時代に地方総督に任命されたカリフの親族や，クライ

　シュ族，アンサールなどの人名を列挙している中で［Crone　I980：226－227］，メディナ総督（ス

　フヤーン家統治時代のメディナ総督はウマイや家で占められている［注4Q；表2］〉を含め，アラ

　ビア半島の諸州の総督についてまったく触れていないことからも明らかである。
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半が移住した結果［Wellhausen　1902：34；Humphreys　2006：112］，この地域は十分な人的

資源をもたなくなった［Humphreys　2006：96］。人的資源が乏しいということは，軍事力が

乏しいということに近しい。～方経済颪では，食糧をエジプトなど他の地方からの供給で賄

うなど［Shaban　1971：93，97；Rotter　1982：67，156；Kennedy　2004：77］農業生産力の低さが

推測され，税収についても，同時代のヒジャーズ地方の税収のデータは存在しないものの，

アッバース朝時代のデータ3）やその他の事柄のから，ほとんど見込めなかったことが推測さ

れる5）。第3には，ウマイや朝時代のメディナに関する史料の記述の乏しさが考えられる。

現存するムスリムの著作において，ウマイや朝時代を対象とした記述は，イラクに関して述

べたものが中心的であり£Blanldnship　1994：258－263；Hawti鷺g　2000：40〕，メディナに関す

る記述は，上述したようにメディナが政治の中心地ではなくなったこともあって歴史家たち

の関心の対象から外れこDonner　1998：221］6），断片的で，情報量も決して豊窟とは耐えな

い。おそらく，先に挙げたふたつの理由のために，ウマイや朝時代のメディナは研究者の関

心を引きつけることがなく，また最後に理由として挙げた史料的な制約もあって，本稿でも

取り扱う第2次内乱（64－73／683－692年）のような，まとまった情報が得られる事件7）を除

いて，先行研究はウマイや朝時代のメディナについて，特にその政治的な側面についてほと

んど扱うことがなかった8）。本稿では，以上のように先行研究が軽視してきたウマイや朝時

3）　アッバース朝時代のヒジャーズ地方の税収額は10万dinarから30万dlnarであり，約200万

　dlnarのエジプト，約500万dinarのジャズィーラ，約1000万d1narのイラクなど他地方と比較

　して亭亭に僅少である［Blankinship　1994：53，63－64，71，74〕。なお，ジャズィーラとイラクの税

　収額については，dirhamの額でデータが示されているため，容易に比較できるように君臨が
　dlnarに換算した（12　dirham＝1　dintir〔Rotter　l982：62］）Q

4）　ウマイや朝蒔代のメディナ帯民はアターの受給著であり［K：ennedy　2001：77，92］，受益者たる

　彼らへの課税がなかった可能性も考慮せねばならない。

5）　al－Ya‘qttbi（283／8974昇没）著蜜歴史（三芳TY獺の，カリフニムアーウィヤ1世の治世におけ

　る各地方のbaragの額が記録されている部分に，ヒジャーズ地方への言及が見られないことは

　［TY　v．2：277－278］，平時のヒジャーズ地方に騒ar鎗の課税がなかった可能性を示している。

6）このことは，艮メディナ史（Ta　’rilz　al－Madina　al－Mz‘nazvwara）渥という名称をもつ‘Umar　b。

　Sabba（262／878年没）のイ乍品が，カリフ＝ウスマーンの治世までしか扱っていないことに
　［“‘Ulnar　b．　Shabba，”Ef2］如実に表れている。

7＞後述するように，第2次内乱においてメディナは内乱勃発の直前期に事件の舞台となっており，

　これらの事件は先行研究でもよく取り扱われている〔Wellhausen　1902：9レ98；Lammens　I921：

　98－106，2！0－257；Kister　1977；Rotter　1982；35－37，40－53］。第2次内乱以外では，後にカリフとな

　るウマル・プン・アブド・アルアズィーズ（ウマル2世，在位99－101／717－720年）がメディナ総

　督となったことは，概説書でもしばしば言及されている£Shaban　1971：II7；Hawing　2000：77；

　Kennedy　2004：104］0

8）　ウマイや朝期のメディナが有していた学問，文芸，遊興の街としての側面については，Aba

　a1－Farag　al－1＄fahanl（356／967年没）著『歌謡の書（κ磁δαZ磁欝π擁の描写や，同「i寺代に活動

　した伝承家や法学者にまつわる情報に基づいて，多少ながらも欝及されている［WellhauseR

　1902：34－35，101；Hitti　1970：236－239〕。一方で，第2次内乱期以外でウマイや朝時代のメディナ

　の政治瀬を扱ったものは，管見の限りでは，S．　C．　Juddがその博士論文において，ウマイや朝末期

　の帝国全体の司法行政を考察する中で，メディナについて検討，分析した部分が唯一である／



30 横　内　晋　郎

代のメディナの政治的雨冷を取り扱い，ウマイや朝がこの地をどのように支配し，またこの

地の支配にどのような意義を融業だしていたのかという問題について，特にマルワーン家統

治時代に対象を絞って考察し，岡時代のメディナの再評価を試みたい。

1　史料の問題と研究の手法

　本論に移る前に，史料に関する問題について言及しておきたい。ウマイや朝時代の史料状

況について先に簡単に述べたが，そもそも現存するムスリムの著作は，その尽くがウマイや

朝の滅亡後に収集，編纂されたものでありtウマイや朝時代やそれ以前の時代の研究に利用

されているこれらの著作は，同時代史料ではない［森本！984：544；Humphreys　1991：　71：

Cameron／Conrad！992114－15；Kennedy　2004：347－348］。これらの著作に残されている，同

時代の記録ではない，古い時代から伝わる伝承から歴史を再構築できるのかどうか，封書者

ムハンマドや正統カリフの時代を中心に議論が盛んに行われている9）。一連の議論を経て現

在指摘されている，ウマイや朝時代を対象としたムスリムの著作の記述が抱える問題は，次

のようなものである。すなわち，岡時代を対象とした記述には，後世の歴史家の関心に従っ

て，スンナ派のウラマーの立場，あるいはアッバース朝を支持する立場，あるいはシーア派

の立場で書かれた記録ばかりが残されている一方で，ウマイや朝を支持する立場で書かれた

記録はその多くが失われている［Donner　l998：278－281；Hawting　2000：15－18；Humphreys

2006：3－10，15－18；Borrut／Cobb　2010：3］10）。現存するこれらの，時にウマイや朝に敵対的

な偏った記録からは，実際に起きた出来事のあらましを知ることは可能であっても，行動の

動機や，出来事，人物に対する評価を論じることは非常に難しい［“Umayyads，！．　the

Umayyads　in　Western　scholarship，”　Ef2　；　Donner　1998　：　285nv287］　o

＼　［Judd　1997：156－205］。その他，昨年出版された聴講ケンブリッジ・イスラーム郊第！巻第

　　10章において，メディナを含めて，初期イスラーム時代のヒジャ・・一ズ地方が概観されている

　　［Landau－Tasseron　2010　：　398－413］0

9）　初期イスラーム史研究に利用できる岡時代のムスリムの著作の不在は，19世紀の後半以降，断

　　続的に議論され続けていた間題ではあったが，1970年代後半にJ．WansbrQugh，　P．　Crone，　M．

　　Cookがこれらのムスリムの著作から初期イスラーム史を再梅築することが不可能だと断じ

　　瓢Wansbrough　1977；Wansbrough　i978；Crone／Cool〈1977］，議論が再燃した。一連の史料の問題

　　をめぐる議論については，Humphreys　1991：69－91；Cameron／Conrad　I992：13－15；Noth　1994：

　　！－25；Donner　1998：1－31；Kennedy　2eO4：347－350を参照されたい。

！0＞　ウマイや朝を支持する立場で書かれた記録が失われていく過程については，Donner　1998：

　　280－281を参照されたい。親ウマイや朝的な記録がかつて存在していたことを示すいくつかの記

　　事が，キリスト教徒が著したシリア語の史料に確認できる。カリフ＝アリーの名が雀かれているカ

　　リフの表（ヒジュラ麿に基づいた年月の表記やアラビア語の語彙の使用が確認されることから，

　　アラビア語から翻訳されたものだと考えられる［Hoyland！997：395－396］）などがその例である

　　［Crone　1980：204］。この表には，アリーを経ずにウスマーンから直接カリフ位を継承したとする，

　　ウマイや朝の主張が反映されているものと考えられる〔““Uthmaniyya，”Ef2；Crone　2004：34］。
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　こうしたムスリムの著作が抱える問題への認識が広まる中，ウマイや語史研究において，

近年では貨幣碑文パピルス文書といった同時代史料や，キリスト教徒の著作を，ムスリ

ムの著作と複合的に活胴する研究が盛んになってきている11＞。こうした去たな手法による

研究の成果は，ウマイや朝の，特にマルワーン家のカリフについて，従来知られていたよう

な信伯3やイスラームの問題に無関心な世俗的カリフ£“Umayyads，1．　the　Umayyads　in

Western　scholarship，”Ef2；Bonner　2006：120；DOnner　20！0b二！87－189］12）とは異なるカリフ

像を描き難している。例えば，公にキリスト教の教義を批判し13＞，あるいは信仰告白の文

言とともにイスラームが他の宗教に優越する旨を述べた『クルアーン』の章句を刻んだ貨幣

を流通させて，非ムスリムに対する支配の正当性を訴える14＞　一一方で，自身がムスリムの指

導者の地位にあることの正当性を訴えるために神学的な理論を発達させる［Judd　2008；

Donner　20！0b：202－203］など，主に支配者としての正当性を維持する手段として，カリフ

が宗教や儒仰の問題にも深く関与していた様子が明らかとなっている15）。このように新た

なカリフ像が描き出されているマルワーン家のカリフと彼らが君臨した時代に，筆者は強い

1！＞　ウマイや朝時代に関しては，それ以前の時代と比べて，遥かに多くの貨幣等の同時代史料が利

　胴できるということも［Donner　i986；Hoyiand　1997：687－703；llawting　2000：！33－134］，こうし

　た手法による研究の進展を後挿ししている。これらの同時代史料の申でも，パピルス文書は辛く

　から広く利用されており，Bell　1928；Abbott　1938；Abbott　l965；森本1975といったエジプトの行

　政や税制に関する優れた研究が発表されている。またムスリムの著作の中でもt詩文や書簡（文

　轡として残っているものではなく，著作物に収録されたもの），畢期に編纂されたハディース集が，

　霧い時代の情報を残している史料として評価が高まっており，その利用が拡大している。

12）　従来の研究において，このような樵俗的なカリフ像が中心的となった大きな要閃のひとつとし

　て，ウマイや朝の立場で書かれた記録が乏しいためにT現存するムスリムの著作にカリフ二身の

　カリフ観や，宗教，信仰に対する見解がほとんど残されていない［Crone／Hinds　1986：23，56－57；

　Robinson　2005：87－89；Judd　2008：441－442］ということもt指摘することができる。

13）77／696年に発行された金貨と銀貨には，キリストが神の子だとする教義を否定する紗ルアー

　ン」の「これぞ神にしてll佳一者，神にして永遠なる考。生まず，生まれず（n2章！－3節，訳は

　藤本ほか2002からの引用，以下の引用も同様）」という章傍が刻まれている［Hoyland　1997：

　699－700；DoRner　2010a：210］。またtアブド・アルマリク（在位65－86／685－705年）がエルサレ

　ムに建立した岩のドームの内側には，長々とキリスト教の三位一体説を非難する紗ルアーン』

　の灘句が劾み込まれている（4章！71－！72節，19章34－36節，長文であるため引用は省略）

　［1÷loyland　！997：696－699；Robinson　2005：77－79；DoRner　2010a：213，　233－235］o

I4）前掲注！3で書及した77年発行の貨幣には，先に示した章句のほかにも「神のほかに神なく，

　神は唯一にして，共有する者なし」「ムハンマドは神の使徒である（以上が信仰告白）jfたとえ多

　神教徒が嫌っても，お導きと真実の宗教とをもたせ，これがあらゆる宗教にまさることを宣雷す

　るために使徒を遣わしたもうた（9章33節〉」という文雷が刻まれている［Hoyland　1997：

　699－700；Donner　2010a：210］。貨幣のほかにも，マイルストーンt印章，分銅，通行証といった

　多くの人の闇に触れるも0）に，こういつた類の文轡が確認できる［Robinson　2005：！！3一三！9］。な

　お，アブド・アルマリクが貨幣改革を実施する以蒲には，ビザンッ帝照やササン朝と1罵様の十字

　架やゾwアスター一教の祭壇の図柄が劾まれた貨幣が発行され，使用されていたこHawting　2000：

　64－65；Robinson　2005：78－79；亀谷2008：23－26；1）onner　2010a：187，　208－209］。

15）　そのほかイスラーム法や繍常の儒仰行為などに関しても，ウマイや朝のカリフがその発達に深

　く関与していたことが指摘されている［Crone／Hinds　1986：43－57；Donner　20！0b：193－201］。
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開心を抱いており，岡時代のウマイや朝の統治政策やカリフ権の問題を主な研究の課題とし

ているi6＞。本稿が，ウマイや朝の中でも特にこの時代を議論の対象とするのは，こうした

筆者の関心のためである。

　しかしながら，本稿で議論の対象とするウマイや朝マルワーン家統治時代のメディナに関

して言えば，貨幣等の岡時代史料はほとんど見つかっておらず，キリスト教徒もほとんど記

録に残していないため，これらの史料を研究に利用することができない。つまり，ムスリム

の著作から得られる情報に依存せざるを得ないのであるが，本稿では，慎重に扱うべきムス

リムの著作の情報を有効利摺できる研究手法だと考えられている，プロソポグラフィ（pro－

sopography）の手法〔“Umayyads，！．the　Umayyads　in　Western　scholarship，”Ef2］を活用し

て研究を進めることとする。プロソポグラフィとは，ある一定の集団の構成員について出慮，

経歴などの伝記的情報を収集，整理し，その検討を通じて呼出や社会の問題を考察する硯究

手法の呼称である［StOne　1971：46；高橋！990：127］。　P．　Croneが鶴上の奴隷（Slaves　on

horses）」において主張しているように，ムスリムの著作に記録されている膨大な数の人名

のうち，総督の人名などは，パピルス文書などの岡時代史料やキリスト教徒の史料で確認で

きる場合，そのほとんどにおいて両者の情報が一致することから，確度の高い情報であると

考えられる£Crone　l980：16畦7t　213－214］17＞。　Croneはこの著作において，マルワーン家統

治時代にイラク総督が登用した人物や，王朝の末期にQaysiyyaとYamaniyyaの名前で現

れる二つの集団の構成員について，まず網羅的に人名を収集し，さらに各個人の部族的な背

景および職歴を調査して表を作成し〔Crone　1980：130－！72］，その表から得られる情報に基

づいて隅時代のアラブ部族間の対立に関して毅たな見解を提示した［Crone　1980：42－48］18）。

本稿では，ウマイや朝のメディナ統治を考察する手段として，メディナ総督および，メディ

ナ総督の関与が認められる巡礼の指揮窟19）に関する情報を集め，その分析を行う。プロソ

ポグラフKの手法は，メディナのような人事に関する情報以外の記述が乏しい地域の研究に，

とりわけ有効である。

　しかし，いかにムスリムの著作に記録されている総督などの人名が，確度の高い情報と

！6）横内2005は，エジプトの総督人当をもとにマルワーン家統治時代の集権化政策について論じた

　ものである

！7＞A．Nothはムスリムの著作に頻繁にあらわれる，人名を記載した表に関する分析を行っている

　がINoth　l994：96－104］，特に総督の入名を記録した表については，総督という地位が，就任し

　た人物が人々に濡話されていてしかるべき地位であり，その情報を信頼が遣けるものだと評湿し

　ている［Noth　1994：IO1－102］。

18）そのほかにも，Croneは，前掲注2で示したスフヤーン家統治町代の地方総督や，　aSraf（嚢

　顕）と呼ばれるアラブ部族の有力者，マルワーン家統治時代のシリアの地方総督，アッバース朝

　初期のホラーサーン軍とマワーリーなどの入名を収集して，経歴をまとめた表を作成し〔Crone

　1980：93－！29，173－200，226］，スフヤーン家統治縛代からアッバース朝時代にいたるまでの政治，

　軍事の諸華押を考察している［Crone　1980：29－41，　49－91］。

！9）　各年の巡礼を率いる入物。詳しくはNにおいて説明する。
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考えられるとはいえ，メディナ総督や巡礼の指揮官の人名が，同時代史料やキリスト教徒

の史料の裏付けを得られないことを考えると，これらの人名に関する情報の信頼性につい

て，個別に検討しておく必要があるだろう。本稿では，これらの人名について，a1－Tabarl

（310／923年没）著が諸使徒と諸王の歴史（略号TRM）』とHallfa　b．　Bayyat（240／854年頃

没）著『歴史（略号T且H）』のふたつの著作に記録されている情報を，主に使用する。現

存するムスリムの著作の中で，このふたつの著作が，マルワーン家統治時代のメディナ総

督および巡礼の指揮官に関する情報を完全な状態で知ることができる，最も早期の作贔だか

らである20）。aレTabarlは，マルワーン家統治時代のメディナに関する情報のほとんどを

a1－Waqidi（207／823年没）に依拠しており，メディナ総督の任免の情報も彼が情報源と

なっている。巡礼の指揮官の情報については，al－Waqid1に加えてAbU　Ma‘Sar（！70／786年

没）を主要な情報源としている21＞。Aba　Ma‘§arの伝える情報は，「この年に某が人々を率

いて巡礼を行った（bagga　bi－a1－nas墳h記ihi　al－sanati　fu1含nun＞22）」という葬常に簡潔なもの

であり，巡礼を指揮した人物が何者であるか説明されていない場合が多いが，メディナ総督

が一巡礼の指揮官を務めた際に，その入物がメディナ総督であることを付記している例が少な

いながらも確認される［TRM　II：940，！032，1！9！，1235－1236，1494－1495，1917；III：！！］。一

方，琢a11fa　b．耳ayya㌻はメディナ総督や巡礼の指揮宮の人名について，その情報源が誰であ

るかをほとんど示していないが，AbQ　al－Yaqzan（190／806年没）およびal－Walld　b．　Higam

b．Qalpdam（222／837年没）23＞の両名が主要な情報源ではないかと推測される24）。そのほか

20＞同時代のメディナ総督全員の人名と，60年間の金ての巡礼の指揮窟の人名がTRMとTHHで

　確認できるtということである。隅時期に書かれたほかの著作では，メディナ総督の全員の人名

　を追うことはできない。巡礼の指揮窟については，TYやMuhammad　b．　Hablb（245／860年没）

　著『美文の書（略丹KM＞』でも金員の入名を追うことができるが，両者ともTRMやTHHと異

　なり，その情報源を示していない。そのため本稿では，TYとK：Mを補助的に使用する。

2！＞a1－WaqidiとAbU　Ma‘9arはいずれもメディナの歴史家である（またいずれも後にバグダードへ

　移住している）。AbU　Ma‘§arはai－Waqidlの師のひとりであり（両者の経歴については，　Sezgin

　1967：291－292，294－297を参照のこと），巡礼の指揮窟についての情報源のひとりでもあるが

　〔TRM　II：1562］，　TRMにおいてこの鞭報に関してal－Waqidiから遡る情報源が示されることは

　ほとんどなく，Abtt　Ma」9arにまで遡る巡礼の指揮官の猜報は，バスラの歴i史家A取mad　b．　Tabit

　（255／869年没）一無名氏（man¢akara圭｝u）一AbU　Ma‘§arの孫lskaq　b．‘lsa（2！5／830年没）という，

　al－Waqidlを介さない伝承経路で引用されている（例えばTRM　II：873，940，1032，1035など）。

22）例えば，75年にカリフ篇アブド・アルマリクが巡礼の指揮をした際のことも，「この年にアブ

　　ド・アルマリクが人々を率いて巡礼を行った（bagga　bi－al－nasi　fi　hadlhi　al－sanati‘Abdu

　al－Maiiki）」と簡潔に記すのみで［TRM　II：873］，巡礼に関する詳細は金く誕されていない。こ

　れは，他のカリフが巡礼を行ったときも同様である［TRM　H：1232，13！4，1482］。

23）バスラの学考［KT：229］。祖父のQahdam　b．　SuEaymanは，　al－Wahdの主要な情報源であり，

　ウマイや朝末期のイラク総督Yasuf　b．’Umar　al－Taqafiの書記を務めた人物である〔THH：293］。

　なお，AbU　al－YaqganについてはSezgin　1967：266－267を参照のこと。

24）　この両名と‘Abd　Allah　b．　a1－Mugira（この人物の経歴は不明〉は，イラク総督が行った入纂の

　情報源としてTHHに名前があらわれる［THH：159，　209，　239，247，　255－256，262，276，　292－293t

　305，330］。イラク以外の入譲の情報源はメディナに隈らずほとんど示されていないが，AbU／
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にも，同時代のメディナの情報を伝えているWahb　b．　Garir（207／823年没）やal－Mada’ini

（225／840年頃没）など25＞がその候補として考えられるが，いずれにせよ，マルワーン家統

治1｛寺代のメデ／ナ総督および巡礼の指揮嘗の人名に関して，al－WaqidlやAba　Ma‘§arが

Ualifaの主要な情報源となっていないことは闘違いない26＞。このように，　al－Tabarlと

Halifaは圃時代のメディナ総督と巡礼の指揮窟の入名について，およそヒジュラ暦2世紀後

半から3世紀の初頭にまで遡ることのできる，それぞれに独立した情報源を保持していた。

注Eすべきことに，aレTabar亙と耳allfaが伝えるこれらの人名は，ほとんど完全に一致して

いる27＞。さらに，断片的な情報ではあるが，a1－TabarlとHalエfaの情報源とはまた異なる，

エジプトのai－Layt　b．　Sa‘d（！75／791年没）から伝わる情報も，一部の史料に確認すること

ができるが，そこにあらわれる人名もまたa1－TabariとHalifaが伝える人名に一致する28）。

Xa

　　a1－Yaq％nについては，！02年間エジプトとイフリーキヤの人事，122年の対ビザンツ遠征の司令

　　官の人事と，わずかながらもイラク以外の人出の情報源として名葡を確認でき［THH：254，279］，

　　Aba　al－Yaqzanを除く2名については，　THH：243に「これについては食意がなされている

　　（bi－dalika　ugmi‘a）」とで云えているのが確認できる。これ（dalika）は，直前のワリード1世（在

　　位86－96／705－715）の人穣を指しており，先のAbCl　al－YaqZaRを含め，彼らがメディナを奮む人

　　纂の情報全般を伝えていた町能性は低くない。また，巡礼の指揮籔の情報についても，Aba

　　al－Yaq顔nが62年の巡礼の指揮官に論及し〔THH：181］t　Ab項al－Yaqganとal－Vlxalid　b．　Hi§am

　　が116年の巡礼の指揮官についての異説を伝えており［THH：286］，彼らがHa31faの情報源のひ

　　とつであったことは確かである。なおtTHHにはアンダルスの学者Ba頓b．　Ma取lad（276／889年

　　没）が論集したHa11fa以外の人物からの情報が混在しており（ただし58年から75年の部分のみ，

　　現存するTHHの唯一の写本はBaqi　O）手を経たものである［Sezgin　1967：110］），人事や巡礼の

　　指揮窟の情報も伝えているが，これらの情報はHallfaの情報と鷺璃されなければならない。

25）Wakb　b．　Garir（バスラ0）雪融〔TK　v．7／2：5！；KT：227］）はスフヤーン家統治時代のメディナ

　　の事件（63年のハッラ（a1－Harra＞の戦いなど）を伝え［THH：160－164，！77－183］，　al－Madざin亙

　　（経歴はSezgin三967：3圭4－315を参照のこと）はハッラの戦いや，王朝末期のQudaydの戦いにつ

　　いて伝えている［THH：圭92，3！4－315］。彼らのほかにも，　HaElfaにウマイや朝時代のメディナの

　　情報を窺擾伝えている伝承考の名は幾入か確認することができる［THH：164－165，　209，224，　308，

　　3！5－317］。なお，Ab負物Ya解anもいくつかメディナの情報を伝えている£THff：！81，　224］。

26）　Aba　Ma‘§arは，　THHにおいては預言者ムハンマド死後に生じたりッダなど初期の鵬来事につ

　　いて，わずかに伝えるのみである［THI｛二65，　72，75，132］。　ai－Waqidiについては，　Hallfaの情報

　　源としては名があらわれずT煎掲注24において霧及したBaqiが伝える独慮の情報の部分に，1

　　度だけ名前があらわれる（Baq一一Muhammad　b．　‘A’id（233／847年没，シリアの学者［Sezgin

　　！967　：　301］）一al－Waqidl）　［THH　：　175］0

27）　巡礼の指揮営の入名については，そもそもそれぞれの著作において異説が示されている年があ

　　る（TRM　88年と126年，　TRm16年〔TRM　II：1196－1！97，！875；THH：286］）ものの，爾著作

　　間で人名に食い違いが兇えるのは，！30年の記事のみである［TRM　II；2017；THH：3！7，

　　328－329］。この相違点に関する問題については，後旧注67，注75を参回目れたい。

28＞al－Lay隻b．　Sa‘dからのメディナ総督および巡礼の指揮欝の情報が確認できる史料として，　THR

　　（前掲注24において書及したTBaqiが収集した情報の部分）とIbn‘Asakir（57！／1！76年没）著

　　『ダマスクス史（略号TMD）』を指摘することができる。後者は12世紀の作品であるが，　THH

　　に残されているai－Laytの伝えるわずかな情報（スフヤーン家統治時代末期のメディナ総督と巡

　　3しの指揮宙の人名［THH；！7！，！74，！803）とほぼ一致する精報が確認できることから£TMD　v．

　　63：207］，TMDに残されているその他のaレLay£からの情報も，（少なくともBaqiの時代に存在／
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以上のように，マルワーン家統治時代のメディナ総督と巡礼の指揮禽の人名に関して，ウマ

イや朝が滅亡して数十年とたたないうちに，メディナ，イラク，エジプトと異なる系統の情

報同士で～致が兇られることは，後世の改窟等を経た情報が等しく広まったためだと考える

よりも，事実がそのままに伝えられているためと考える方が欝然であろう。以上の議論によ

り，本稿ではaレTabariとHalifaの著作に一致してあらわれる，マルワーン家統治時代のメ

ディナ総督および巡礼の指揮宮の人名が，事実を反映した正しい情報であると考え，これら

の情報に基づいて分析を進めることとする。

1［　第2次内乱期のメディナ

　本稿は，マルワーン家統治時代の，ウマイや朝のメディナ統治を論じるものであるが，岡

時代の最初の10年は第2次内乱期にあたり，この問メディナはメッカに拠点を遣くイブ

ン・アッズバイル（‘Abd　Allah　b．　al－Zubayr）の支配下にあった。第2次内乱は，64／683年

にウマイや朝第2代カリフ＝ヤズィード1世（在位60－64／680－683年〉とその息子ムアーー

ウィヤ2世（在位64／683年）が椒次いで死亡したことをきっかけとして勃発し，イブン・

アッズバイルに与する勢力と，シリアのウマイや家の勢力との争いを中心に展開した。ウマ

イや朝がメディナの支配を鶴復するのは，内乱末期のことである。総督や巡礼の指揮宮の分

析を行う対象は，ウマイや朝が支配を園復して以降の時代であるが，内乱平定後のメディナ

統治の理解の助けとするために，第2次内乱期のメディナについても概観しておきたい。

　内乱の勃発に先立つこと4年（60／680年），ムアーウィヤ1世が死亡し，ヤズィード1世

が即位すると，即位の前からヤズィードに対するバイア（baゾa，思誠の誓い）を拒否して

いたイブン・アッズバイル29）は，メディナからメッカへと逃亡した［Wellhausen　1902：

91－92；Rotter！982：37；Hawting　2000：46－47〕。ヤズィード！世は使者や軍隊を派遣し，イ

ブン・アッズバイルからのバイアの獲得に尽力したが，イブン・アッズバイルはメッカに籠

もってバイァを拒否し続けた。こうした状況のもと，63年に恐らく経済的な動機から

［Dixon　1971：！41；Kister　l977］メディナ市民（ah1　al－Madina）が反乱を起こし，メディナ

総督とメディナ在住のウマイや家一族を襲撃して，彼らをメディナから追放した。この反乱

x
　　した情報程度には〉信頼を櫨いて利用してよいものと考えられる。TMDのal－Laytの嫡報で確

　認できる，マルワーン家時代のメディナ総督，巡礼の指揮窟は表1：6，9－13，10；表4：4，8，

　12等である［TMD　v．16：170；v，34：441；v．　36：296，　372；v．45：139；v．　63：！69］。

29）ムアーウィヤ1轍が，生前に，ヤズd一ドをワリー・アルアフド（wali　aFahd，カリフ位継承

　渚）とすることについて，各地のムスリムにバイアを求めたが，メディナ在往のクライシュ族の

　有力者であるイブン・アッズバイル，フサイン・プン・アリー，イブン・ウマルらが，このバイ

　　アを振引し続けていた。イブン・アッズバイルとフサイン・プン・アリーの二人は，ヤズィード

　の即位後も，彼へのバイアを姫否し続けた［Wellhause鷺1902：88－92；嶋田1977：81－84，108－l！O；

　Rotter　！982：35－37；　Hawting　2000：46－47］o
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に対し，ヤズィード1世はシリア軍をメディナへと派遣し，メディナ郊外のハッラにおいて，

シリア軍とメディナ市民との戦いが行われた。戦いはメディナ側の大敗に終わり，多くの死

者を編すとともに，メディナはシリア軍の略奪行為に晒された〔Wellhause且！902：92－98；

Dixon　1971：17－18；K：ister　l977：48－49；Rotter　1982：40－53；後藤！988：147－148；Hawting

2000：　47－48；　Kennedy　2004：　89－90］o

　その後，ヤズィード1盤とムアーウィヤ2世の父子が相次いで死亡し，ウマイや朝にカリ

フの空位状態が生じると，イブン・アッズバイルに対するバイアが行われ，シリアの一部を

除くほとんどの地域が，イブン・アッズバイルの支配を受け入れた。先にメディナを追放さ

れたウマイや家一族は，ハッラの戦いの後にメディナに帰還していたが，イブン・アッズバ

イルによって再びメディナから追放された30）。しかし，シリアへと向かったウマイや家一

族は，シリアに残存していたウマイや朝を支持する勢力と結びつき，メディナからの移住者

の中からマルワーン1世が，次いでその息子のアブド・アルマリクがウマイや朝のカリフと

なった［Wellhausen　1902：104－115；Rotter！982：133畦63；Hawting　2000：48－49；Robinson

2005：25－26，35－36］。ウマイや朝は次第に勢力を園復していき，ヒジャーズ地方へも数度に

わたって遠征軍を派遣し，メディナ北方のWadl　al－Quraを拠点として確保した。イブン・

アッズバイルは，こうしたウマイや朝軍のヒジャーズ地方への侵入に対し，しばしばイラク

地方のバスラからの援軍に頼っていた。しかし，72／691年にアブド・アルマリクによって

イラク征服が果たされ，イブン・アッズバイルはイラク地方の軍事力を失った。その後，

Wadl　a1－Quraに髄屯していたTariq　b．‘Amrがイブン・アッズバイル方の総督を追放してメ

ディナを制圧し，バッジャージュ・プン・ユースフ（aFHagga9　b．　Yasttf　al－Taqaff）がシリ

ア軍を率いてメッカを征服して，イブン・アッズバイルを殺害した。この結果ウマイや朝は

帝国の再統一を果たし，第2次内乱を終結させた［Wellhausen　1902：118－125；Dixon　l971：

131－142；Rotter　1982：182－186，　208－243；1－lawting　2000：49］o

　以上のように，メディナは内乱が勃発するまでの時期に，事件の申心のひとつとなった

が，内乱の勃発後は事件の表舞台から姿を消して，ほとんど話題にのぼることがなくなって

いる。一連の事件の中で，ウマイや二軍によるハッラでの殺i数およびメディナでの略奪行為

は，メディナ市民にウマイや朝に対する怨恨を残し［Robi聡on　2005：24］，同時期に起きた

カルバラーでのフサイン殺害や，メッカ攻囲における投石器の使用とカアバ神殿の破壊とと

もに，後世のムスリムがウマイや朝を非難する材料のひとつとなった［“Umayyads，2．　the

Umayyads　in　Musllm　tradition，”Ef2；Hawting　2000：11－12，48－50］。一方で，メディナ市民

によるウマイや家一族の追放については，この事件を経験したアブド・アルマリクにメディ

ナ市民に対する敵意を抱かせ，報復的な総督人事や統治を行わせる素踊となったとの指摘が

30）　ただし，ウスマーンの子孫はウマイや家でありながら，追放されずに，第2次内鼠中もメデd

　ナ（少なくともヒジャーーズ地方）にとどまった様子が史料から窺える［AAv．5：！06，　376］。
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なされている［Wellliausen　1902：134，！40；Dixon　1971：！7；Robinson　2005：22］。

皿　マルワーン家統治時代のメディナ総督

　ウマイや朝が支配を同復して以降，メディナには，マルワーン家統治時代を通じて19名

の総督がカリフによって任命された。47－48頁の表1は，TRMとTHHの記録に基づいて

同時代のメディナ総督の名を列挙し，各総督の出自などについて調査した情報をまとめたも

のである31）。この表からは，まず、ウマイや家の成撮とカリフの嬢記すなわちカリフの

親族の重用傾向を確認することができる。全！9名のメディナ総督のうちt11名がカリフの

親族であり1表1：3－6，IH7］，その割合は人数の上では6割程度であるが，在職期間で

は約60年の治世のうち45年弱と，約75％を占めている。次に，メディナの出身者32＞の重

用傾向も指摘することができる。メディナの出身者および父祖が出身者33）であるメディナ

総督は，19名申13名［表1：！，3－6，8－9，！！－！3，15－17］と約7割弱，在職期間では約

60年中50年強と8割以上の煉獄を占めている。また，メディナとの直接の繋がりが確認で

きない残りの6名についても，かつてヒジャーズ地方やその近辺で活動していた部族の出身

者ばかりである34）。なお，メディナ出身者および父祖が出身者であるメディナ総督は，マ

ウラーである表1：1のTariq　b．‘Amrと，アンサールである表1：8のAbtt　Bakr　b．

Mubammad　b．‘Amr　b．　Hazmを除くと，残りの11名は皆クライシュ族である〔表！：3－6，

31）　H：1窟については，人名慮体から，その人物の父祖の名や属する部族の名称などの情報を引き繊

　すことができ，さらにMus’ab　al－Zubayrl（236／851年頃没）著紗ライシュ族の系譜（略母

　NQ）』’O　al－Baladurl（279／892年中）著謬貴顕の系譜（浅識AA＞叢といった系譜の書によって，

　そうした系譜に関する情報を確認することができる。また，燗人の姻戚関係についても，これら

　の系譜の書によってある程度調べることができる。

32）　メディナに在佐経験のある入物という程度の意味で，下身曹という欝葉を使用している。表1：

　4－6の3名は，TKにメディナの後継世代（tab撒n）の人物として記録されている［TKI　v．5：112，

　18！，　232］。表1：1のTariqについては，彼の主入であるウスマーンがメディナで数一卜年を過ご

　したという事実からの類推である。表1：8のAba　Bakr　b．　Mubammad　b．‘Amar　b．　Hazmは，総督

　就任以前にメディナでカーデif一一を務めていた［TRM　H：1191，1258；THH：243］。

33）表1：9の父a1－Pa聴ak　b．　Qaysは，シリアに移佳した教友であるが£KT：301；TK　v．7／2：

　130－131］，かつてはメディナに居住していた［K：T：29］。表1：！2のHalid　b．　‘Abd　al－Malik　b．

　al－Haritについては，糧父のal－Hari重b．　aレ翠aka熱がカリフ＝ウスマーンのもとでメディナの市場

　（の管理？）を務めた［AA　v．　5：47］。表1：11，13の2名は，メディナ繊身者の表1：5〔注323

　の息子，表1：15はウスマーンの子孫，表1116，17はマルワーン！世の子孫である。

34）表1：2，14の繊身都族であるTaqif族は，ヒジャーズ地方の都市ターイフの定｛主民である。表

　！：7の鳩身部族であるMurra族は，メディナ北東のナジュド高原を隙佐地とする遊牧民であり，

　ジャーヒリーーや時代からヒジャーズ地方の都市と深い関係を持っていた。表1：！0の鵬身部族で

　あるNa§r　b，　Mu‘awlya族，表1：18，！9のSa‘d　b，　Bakr族はいずれも小規撰な集蹴iであり，薦者

　はターイフの北東で，後者はメッカの北東で活動する遊牧斑であった£Caskeほ966　v．2：446，493，1

　553；　iif；」lg’　2008：38h42；“Murra，”　Ef2］．
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9｝　ll－13・　15ww！7］35）o

カリフの親族以外の人物が登用された八つの事例［表111－2，7－10，18－19］のうち，以下

に示す事例については，親族を登制するという全体の傾向から外れている理由を、容易に説

明することができる。すなわち，表！：1のTariq　b．‘Amrと2のバッジャージュ，18の

‘Abd　al－Malik　b．　Muhammad　a1－Sa‘dlおよび！9の％suf　b／Urwa　b．　Mubammad　a1－Sa‘diの4

名の事例である。Tariq　b．‘Amrとバッジャージュは，前述したとおり，第2次内乱期にヒ

ジャーズ地方の征服に携わった人物であり，前者はメディナの制圧後に総督として任命され，

後者はメッカを征服してメッカ総督となった後にtメディナ総督を兼任することとなった

［TRM　II　：　8i8，　829－831，　844－852，　854　；　AA　v．　5　：　357－374　；　THH　：　206，　226］　．　‘Abd　al－Mallk　b．

M的ammad　a1－Sa’dlは，イエメンを中心に蜂起し，メディナまで勢力を伸ばしていたハ

ワーリジュ派の‘Abd　Allah　b．　Yabya　Talib　a1－UaqqとTその門弟であるAb嚢Hamzaを討伐

し，メディナ，メッカ，イエメンの総督となった〔TRM　II：2012－2015；AA　v．　9：299－305；

THH：316－317，328－329］。いずれも征服に携わった司令官が，征服地の総督となった事例

であり，これらの入事は，内乱の平定や反乱の鎮圧といった，軍事活動を優先させたものだ

と考えることができる36）。また，Yitsuf　b．‘Urwa　b、　M癖ammadは‘Abd　a1－Malik　b．

Mubammadの甥であり，イエメンにおいて‘Abd　al－Malik　b．　Muhammadが殺害された後に，

メディナ総督に任命されたが，この人事も情勢が不安定な中で行われたものであり，先の事

例と同様に，軍事活動を優先させた登用と考えてよいだろう。以上の4例についてはTそれ

ぞれの総督としての在職訊問が短期で終わっている（最長で2年［表1：！－2，！8－19］）こ

とも，これらの人事が例外的な，一時的な措置であったという印象を強めている37＞。

35）　そのうちの7名がウマイや家であり£表1：3－4，6，12，15－！7〕，3名がマフズーム家であり

　［表1：5，ll，！3］，1名がフィフル家である［表1：9］。マフズーーム家の3名がカリフの姻戚で

　あるため，表！：9の‘Abd　al－Rakman　b．　al－Dabhak　b．　Qaysを除く！0名は，カリフの親族と璽複

　する。彼らの血統については，NQ：100－！14，159－170，187－190，299－329，447を参照されたい。

36）　なお，これらの軍事遠山の司全窟に，ヒジャーズ地方に縁のある人物が登用されたのは，彼ら

　が綱地方の地理に精逓していることと，現地との縁を軍事活動に利用できることを期待されたも

　のと推湖される。実際に，バッジャージュはヒジャーズ地方への遠征に際して，メッカへ直接向

　かわずに，自身の出身地であるターイフに軍を進めtターイフをメッカ征服の拠点としている
　ξTRM　H：830；AA　v．5：357－360］。‘Abd　aレMallk　b．　Muhammad　ai－Sa‘diについては，ヒジャーーズ

　地方との縁だけではなく，かつて兄弟の‘Urwa　b．　Muhammad　aトSa‘d至がイエメン総督をしていた

　ことも£THH：247，251，　259］，この遠征の霧令官として任命された大きな要因だと考えられる。

37＞以．1二の事例のほかにも，もう1例，表1：7の‘Ulman　b．　Uayyan　a1－Murriの事例についても，

　例外と見なせる，登用の理由の説明が可能である。この事例は，メディナ総督人事としては珍し

　く，史料において現川の理幽が説明されている。その説明によれば，カリフ＝ワリード1世の治世

　に，ヒジャーズ地方がlbn　al～A§“atの乱［注49〕の残党やハワーリジュ派の避難先となっており，

　イラク総督となっていたバッジャージュの要求に応じて，メディナでの取り締まりの強化を紹的

　として‘Utman　b．　Hayyanが総督に妊命された［TRM　I1：1254；TY　v．2：347］。‘Utman　b．　Hayyan

　は，調膳のメッカ総督であったH211d　b．’Abd　A玉lah　a1－QasrIとともに，ヒジャーズ地方に居たイ

　ラクからの亡命者を尽くバッジャーージュのもとに送還して，期待された職務を全うしている／■
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　1　カリフの親族の重用傾向について

　メディナ総督へのカリフの親族の重用から，どのような政策の意図が読み取れるであろう

か。マルワーン家統治時代を通じて嗣様の傾向が見られるのは，メディナ以外の総督人事で

は，アルメニアなどビザンツとの国境地帯の地方総督だけであり38＞，この傾向は，同時代

の総督人事において特殊なものと書ってよい。一方，前後の時代に睡を向けてみると，ウマ

イや朝のスフヤーン家統治時代とアッバース朝初期のメディナ総督人事においても，問様の

傾向を確認することができる。48－49頁の表2および表3は，スフヤーン家統治時代とマフ

デ（　一一・の治世（158－169／775－785年）まで39）のアッバース朝のメディナ総督について，情報

をまとめたものであるが，これらの表からは，細部ではそれぞれに相違が見られるもの

の40），カリフの親族が重用されているという意味においては大きな違いはない。このよう

に，メディナ総督人事におけるカリフの親族の重用傾向は，ウマイや朝期から少なくとも

アッバース朝初期まで，継続して確認することができる。スフヤーン家の統治時代について

は，メディナ以外の地方においてカリフの親族は重用されておらず［Wellhausen　I902：86；

嶋田1977：78－79；K：ennedy　2004：8334D，マルワーン家統治時…代と同様に，メディナの人事

の傾向は特殊なものだと言える。一方，アッバース朝初期においては，カリフの親族の登用

はメディナ以外の地域でも広く確認されている現象であり〔Crone　l980：66；Kennedy　2004：

x
　　［TRM　II：1258－i261；TY　v．　2：　347］e

38）　マルワーン家統治縛代においても，アブド・アルマリクの治世には地方総督に幅広くカリフの

　　親族が重用されていた［Welihausen　1902：138－139；Dixon　1971：1！4；Shaban　1971：114－1！7；i【鳴

　　田1977：1！1－l12；Crone　1980：39；Robinson　2005：45］。この傾向は，次代のワリード1世の総督

　　入事においても継続していることが確認できるが［THH：239－242］，スライマーンの治世

　　（96－99／715－7！7年）以降は，王朝が滅亡するまでtメディナやビザンッとの国境地帯（アルメニ

　　ア，シリアの北方）を除くと，カリフの親族は地方総督に任用されることがほとんどなくなった

　　こTHH：247－248，251－253t　259－262，276，282－286，29！－292，294－295，328－330；横内2005：！18］。マ

　　ルワーン家統治H寺代における，帝国全体でのカリフの親族の登用をめぐる問題についてはt稿を

　　あらためて議論を行う。

39）アッバース朝時代のメディナ総督人事について，TRMはラシードの治撮（170－193／786－809

　　年）から在職期闘などの細かな記録が見えなくなり，THHはハーディーの治世（！69－

　　170／785－786年〉からメディナ総督の記録がなくなってしまう（ただし，ハーディー以後でも，

　　マームーンの治世（！98－218／813－833肉三）のみメデKナ総督の表が確認できる［THH：39！］）。そ

　　れまでの時代と異なり，双方の史料を対照させて人事を調査することができなくなるため，蓑で

　　扱うのはマフディーの治世までとしたい。

40）例えばスフヤーン家統治時代のメディナ総督は，全員がウマイや家の成員である［表2］。ま

　　た，アッバース朝の最初期（後述するハサン家のムハンマドの反乱以薦）のメディナ総督に，ウ

　　マイや摘下で総督などの役職を経験した人物やその親族が任命されていることは，笄常に特微的

　　である（表3：2のZiy2dはライの総督とクーファσ）シュルタ長袖［TRM　II　：1470－147！；THH；

　　283］，表3：5はそのZiyadの甥，表3：3と4は，それぞれワリード！世のメッカ総督であった

　　Halid　b．　‘Abd　AIEakとメディナ総督であった‘Utman　b．　Hayyanの息子［注37〕）。

4！）スフヤーン家統治時代の地方総督については，前掲注2，注！8で指摘したように，Cro篇e！980；

　　226－227にその人名が列挙されているので（ただし，アラビア半島の諸州は除く），参照されたい。
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127－128，132，136］，この傾向はメディナの人事に特異なものではない。

　しかし，アッパ～ス朝初期のメディナ総督人事においては，表3からも確認できるよう

に，！45／762年にメディナで勃発したハサン家のムハンマド42）の反乱を境として，その鎮圧

後にアッバース家の成員の重用傾向が顕著となっている［表3：6（6’），8，11－12］43＞。」．

Lassnerは，この反乱鎮圧後の人事を「平蒔でも戦時でも，　haramayn（両聖地，メッカと

メディナ）はアッバース家の名誉職（sinecure，あるいは閑職）となったt14＞」と評億してお

り，こうした変化が生じた原菌についてtムハンマドの反乱が容易く鎮圧されたことによっ

てメディナやヒジャーズ地方の軍事力の貧弱さが露呈され，ヒジャーズ地方で反乱が生じた

としても脅威とならないと判断されたためだと分析している［Lassner！980：77－79］。こう

した見方は，ウマイや早期の人事にも妾てはめることができる。第1次内乱においては，ア

リーとタルハ，ズバイルらが，内乱の初期にメディナを抜け娼して，イラクのクーファとバ

スラを拠点として互いに争い［Wellhausen！902：32－34；嶋田1977：68；1〈ennedy　2004：

75－76］，第2次内乱においては，先に指摘したように，イブン・アッズバイルがウマイや三

軍を撃退する手段として，イラク地方の兵力に依存していた。いずれの事例も，はじめにに

おいて指摘したような，ヒジャーズ地方の貧弱な軍事力を露賦するに足るものであり，内乱

平定後に岡地方が王朝の脅威とは認識されず，メディナの総督職が親族のための名誉職とさ

れた，とLassnerと同様の論理で考えることは可能である。

　ここで，一度マルワー一一ン家統治時代のカリフの親族の登用事例そのものを，詳しく児てみ

たい。まず，登用されているウマイや家の成員についてであるが，カリフの兄弟や息子の登

用事例が晃られず，比較的近しい例で叔父と従弟［表1：3，6］で，残りはそれ以上に遠い

」租筋の入物ばかりであり，親族の登用といってもあまり冷温の近しい人物は登用されていな

い。これは，実にスフヤーン家時代やアッバース朝初期の登用事例においても，同じように

確認できる傾向である［表2；表3］。しかしながら，カリフの親族が広く登用されていたマ

ルワーン家統治時代の前半［注38］においては，メディナ以外でのカリフの兄弟や息子の

登用事例はしばしば確認され45＞，帯国全体での親族の登用が見られなくなった岡時代の後

42）　Mubammad　b．‘Abd　Alli　h　b．　ai－Hasan　b．　al－Hasan　b．‘AII．ハサンの曾孫であり，純粋の魂

　（a1－Nafs　al－Zaklyya）の異名をもつ。アッバース朝の支配に短し身を潜めていたが，マンスール

　（在位！36－！58／754－775年）によるアリ一家への弾圧が強まる中，145／762年にメディナで反乱を

　起こ：した〔嶋田1977ほ48；Kennedy　2004：130－13！；菊地2009：92－93］。

43）　マフディーの死後についても，TRMとTHHに別々に記録されている情報から，少なくともラ

　シードの治世に4名，アミーンの治世（193－198／809－813年）に1名，マームーンの治世に3名

　のアッバース家の成員の登用が認められ［TRM　IH：739，860；THH：39！］，隅様の傾陶が継続し

　ていたことが確認できる。

44）　メッカ総督人事においても，ムハンマドの反乱の鎮駈後メディナと隅程度のアッバース家の

　成員の重用傾向が確認できる［THH：349，　358，　364，　377－378，　391］。

45）例えばアブド・アルマリクは，兄弟の‘Abd　ai一‘Az三z，　Bigr，　Mubaynmadをそれぞれエジプト，

　イラク，ジャズィーラに，息子のスライマーン，‘Abd　AllahをそれぞれパレステKナtヒムスに／
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半においても，ビザンッとの麟境地帯の地方総督にカリフの兄弟や息子の登湘が確認でき

る46）。こうした意味においても，メディナの人事は特徴的であると言えるが，このように，

よりカリフに近しい兄弟や息子が任命されないメディナ総督という役職はt比較的に重要で

ない，閑職，名誉職と呼んで問題がない役職であるように思われる47＞。

　2　地縁を有する人物の重用傾向について

　続いて，マルワーン家統治時代のメディナ総督人事に兇られる，メディナの出身者の重屠

という，もう一つの特徴について検討してみたい。任地の謁身者であるという，任地におい

て地縁を有する人物の重用傾向についても、マルワー一一ン家統治時代において，メディナ以外

の入事ではエジプトに一隣期確認できるほかは，ほとんど確認することができない。例えば，

ヒジャーズ地方聞様に，第2次内乱期に反ウマイや朝勢力の一大拠点となったイラクでは，

マルワーン家統治時代に任命された総督の大半はイラクの娼身者ではなく，シリアから派遣

された人物であった48）。このことは，スフヤーン家統治時代のイラク地方の総督が，イラ

クへの移住者であるal－Muglra　b．　Su‘ba　al－TaqafiやZiyad　b．　Abi　Sufyanとその息子‘Ubayd

Allah［TK：v．6：12；v．7／1：70－71；KT：183，191］，バスラでの総督経験：を持つ‘Abd　Allah　b．

‘Amir　b．　Kurayz〔TRM　I：2828；THH：133］らによって占められていた［Wellhausen　1902：

71－82；Shaban　l971：84－88］ことと大分趣を異にする。マルワーン家統治蒔代のイラクにお

いては，第2次内乱の平定後もハワーリジュ派の反乱やIbn　a1－A9‘atの反乱49＞など，ウマイ

や朝に対する反乱が続発したこともあり，反乱の鎮圧にシリア軍が投入され，シリア軍の駐

屯地としてワースィトが建設されるなど，シリア（繍ウマイや朝）による支配の強化を印象

づける政策が展開された［Wellhausen　！902：143－156；高野1996：14－19；K：ennedy　200！：

Xa

　　任命している［THH：209，231］。続くワリード1世は，兄弟のスライマーン，」Abd　Allah，

　　MasEamaをそれぞれパレスティナTエジプトtジャズィーラに，息子の‘Abd　ai一‘Azlz，

　　al一‘Abbas，‘Umarをそれぞれダマスクス，ヒムスtヨルダンに任命している［THH：235，242i。

46）　ヒシャームはアルメニアに兄弟のMaslamaを任じtヒムスに息子のSa’ldを任じている

　　［THH：260；AA　v．8：406］。ヤズィード3世はキンナスリーンに兄弟のBi§r，　al－Masrv）rを任じ

　　ている［TRM　II：1834，！876］。マルワーーン2世はジャズィーラに慧子の6Abd　Allahを任じている

　　［TRM　II　：　1｛　39］0

47）その他，マルワーン家の統治時代のメディナ総督は，前後の時代よりも姻戚の登用事例が閣に

　　つくが，その申でもヒシャームの治世とワリード2世の治世において，織方の叔父（hal）の登朋

　　という特徴が見られることも指摘しておく　ξ表1：1！，！3－14］Q

48）　イラクの繊身者でイラク総督となったのはTスライマーンの治世のYazld　b．　al－Muhallab　b．　Ab更

　　Sufra〈Azd族，バスラ繊月，祖父の代にバスラへ移住［TK　v．7／1：72］）のみ［TRM　II：1282；

　　THH：247］。イラク金域の総督が置かれなかった時期［TRM　I王：816，　818，1346；THH：22Z　251］

　　を含めても，第2次内乱平定直後にバスラ総督となったHa玉id　b．‘Abd　Allah　b．　H2iid　b．　Asld（彼の

　　娼麹についてはRotter　1982：！12－II3を参照せよ）の事例が加わるのみである。

49）　アブド・アルマリクの治世の末期に，スィジスターン地方の征服に向かったクーファ遍身の武

　　将王bn　al－AS‘atがtイラク総督ハッジヤージュおよびアプド・アルマリクに対して起こした反乱。

　　この反乱については，稲葉1995：107－109；高野1996：i5－17；松本2009を参照されたい。
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30－42］。上述したように，イラクの総督として，イラクにおいて地縁を有する人物ではなく，

シリアの出身者が派遣されたことも，支配の強化の～環ととらえることができる。このよう

なイラクに対する支配のあり方は，メディナに対するそれとは大きく隔たっている。IIIにお

いて，第2次内乱の直前に生じたメディナ市民によるウマイや家一族の追放が，その後の報

復的な人事や統治の要因となったとの指摘があることを紹介したが，メディナには，イラク

に見られるような，ウマイや朝による支配の強化，厳格化を具体的に示す事例は確認するこ

とができない5Q）。こうした支配のあり方の違いはT入環も多く，反乱の続発によって王朝

に脅威を与え続けたイラクと，王朝に脅威と認識されなかったメディナという，爾地域の情

勢の根違に起因するものと考えられる。こうした支配のあり方の相違が見られる中で，地縁

を有する人物が重用されたメディナ総督人事・は，イラクと比較すれば，報復的と書うよりも，

むしろ融和的な人事であったと欝えるのではなかろうか。

　一方，エジプトの人事については，スライマーンからワリード2世までの治世に，数名の

エジプト在住者のエジプト総督としての登用事例を確認することができる51）。当陣のエジ

プトは，西方征服の進展により征服拠点としての機能を失っており，後背地として租税の徴

収に重点が置かれていた［横内2005：114－！24］。メディナとエジプトはT地縁を有する人

物が重用されているという点ばかりでなく，軍事的に重要性が低いという点でも共通してい

る。しかしながら，一方で，岡時代のエジプト総督人事においては，次のような二二の現象

が確認、される。すなわち，前任者が死亡するか，異動となって総督職を離れた際に，前任者

が霞らの代理として残した（istablafa）入物を，カリフがその地位を追認して（aqarra）そ

のまま総督とするという人事である［横内2005：122，126］。こうした場合において，通常

は前任者が残した代理に代えて，あらたに別の人物が総督として任命される。メディナの人

事においても，エジプト以外の地方と同様に，こうした事例はほとんど見られない52）。

50）報復的な統治の雪催として具体的に指摘できるものは，メディナ市民が総督によって不轟な扱

　いを受けたという類のものである。例えば，教友を含むメディナ市民が過去の雛を追及されて，

　ズィンミー（異教徒）の庇護の印のように鉛の印の装着を強制された［TRM　II：854－855；AA　v．

　5：373］というものや，高名な学者が過度の処罰を受けた〔TRMI1：1169－1171；AAv．4／2：

　567－569］といったものである。

51）Fahrn族が3名，　Dtt　A＄bah族（耳myar族の下位縞入）と輩aφramawt族が1名［横内2005：

　！！8］，以上の5名の所属する部族（氏族〉については，森本1976：93－96のrエジプト在住アラ

　ブ氏族名簿」にその名が確認できる。Da　A的ぬ族のAyyUb　b．　Sural｝bilについては，　WQ：67に

　Ahl　Mi＄rであることが明記されている。　Fahm族の3名については，総督となった‘Abd　al－Malik

　と’Abd　ai－Rahman（‘Abd　al－Malikの従兄弟の子）および‘Abd　ai－Mallkの叔父とt　3世代にわ

　たってエジプトのシュルタ長窟を務めた家系の出身である［WQ：60，64，　76］。　Hadramawt族の

　班afs　b．　ai－Walldも，総督就任以前にシュルタ長官を務めた経験を持つ人物である［WQ：72－73］。

52）　メディナ総督人轟において，前任者が代理として残した人物の地位：をカリフが追認した唯一の

　事例は，表113のYa壇ab．　aレHaka灘がシリアのアブle・アルマリクのもとを訪ねた際に，総督
　代理としたAban　b．　’Utman　b．　‘Affanをそのままメディナ総督として追認した事例である［THH：

　226］。しかし，Ibn　Sa’d（230／845年没）下野く伝記集（略“攣TK）』の記事によれば，この事例

　は，アブド・アルマリクがY的yaからAbanを代理としたことを確かめると，　Yahyaを罷免して，

　Abanに正式な任命書（‘ahd）を送付している［TK：v．5：II2－113］。これは，前任者をわざわざノ
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　以上，マルワーン家統治時代のメディナ総督人事において確認された，カリフの親族の重

用と地縁を有する人物の重屠というふたつの特徴についてT異なる時代あるいは地域の総督

人事との比較をしながら，分析を進めてきた。おそらく，人口の乏しいメディナは，イラク

と異なり王朝の軍事的な脅威とならなかったために，一方では地縁を有するメディナの出身

者が登用される比較的融和的な人事が行われ，一方では名誉職閑職としてカリフの親族に

あてがわれた。しかしながら，JftL統的にカリフに近しくない親族姻戚が登用され，比較的

に重要ではない役職と考えられるとはいえ，エジプトのように総督の人選が前任者に委ねら

れるようなことがなく，また前哨が近しくないとはいえ親族の登用が継続されている点に，

メディナ総督に何の意味ももたされていないということも考えがたい。そこで，更なる考察

の材料として次章では巡礼の指揮官について分析を進めていきたい。

W　巡礼の指揮富

　TRMやTHHなど初期イスラーム蒔代の年代記には，各年の巡礼を率いた（ba99a

bi－al－nasi）人物の名が記録されている。本稿では，こうした人物を表すために「巡礼の指

揮宮」という語を便宜的に使用しているが，これに該遷する用語が史料上に見られるわけで

はない。大抵の場合，史料には1において示したように，ある人物が人々を率いて巡礼をお

こなったという簡潔な記録が残されているだけで，彼らが巡礼を率いる様子についての詳細

は明らかでないが，TYやTKが記録している75年のアブド・アルマリクが率いた巡礼の

記事から，指揮官が巡礼中の礼拝を取り仕切り，説教を行っていたことは窺い知れる［TY

v．　2：326－327；TKv．5：！7H73］。49－51頁の表4は，マルワーーン家統治時代の巡礼の指揮

官に関する情報をまとめたものである。この表から、巡礼の指揮富が，原則的には，メディ

ナ総督から選ばれていたと言うことができる。同時代に巡礼の指揮宮を務めた人数は都合

27名であり，そのうちメディナ総督は14名［表4：！，3，6－7，1！，13－15，！8－19，23－

25，27］と人数では擬合が半分程度でしかない。しかしながら，メディナ総督以外の人物は，

巡礼の指揮宮を務めることが基本的に！國限りである俵4：2，8－10，12，！6－17，20－22，

26］53＞のに対しtメディナ総督は在職申に何度も巡礼の指揮を行っているため，実際に巡

礼が行われた年の数では，全60年のうち42年と丁度7割がメディナ総督によって執り行わ

れた巡礼となる。また51－52頁の表5および表6では，ムハンマドの階代からウマイや朝の

スフヤーン家統治時代までの巡礼の指揮官がまとめられているが，これらの表からは，巡礼

の指揮は，正統カリフ時代（あるいはムハンマドの別離の巡礼）以来，原則的にメディナの

x
　罷免して（‘azala）A胎nを後任としている点で，（異動や死亡によって）離職した前任者が残し

　た代理の地位を追認するというエジプトの事例と大きく異なる。

53）　カリフに即位する以前と，即位後にそれぞれ一度ずつ巡礼を指揮した．ワリード！世とスライ

　マーンのみ2度巡礼を指揮している俵4：4－5］。
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統治者がその任に当たってきた職務であったことが確認、できる。正統カリフ時代については，

カリフがメディナを離れた第1次内乱の勃発までは，24圏中21園をカリフ自身が巡礼を指

揮しており，スフヤーン家時代についても，マルワーン家統治時代岡三にイレギュラーの要

素は見られるものの，22回中14圓と64％がメディナ総督による巡礼である。以上のこと

から，マルワーン家統治時代に児られるメディナ総督が巡礼を指揮するという原則は丁正統

カリフ時代以来の伝統に則ったものだと結論づけられる。

　続いて，初期のアッバース朝の事例との比較をしてみたい。53－54頁の表7は，表3隅様

にマフディーの治世までの巡礼の指揮官の情報をまとめたものである。この表を一一些してま

ず気がつくことは，メディナ総督が巡礼を指揮するという原則が崩漉していることである。

この40年ほどの期聞に，メディナ総督が巡礼の指揮宮を務めたのはわずか5回［表7：レ2，

14，16］54＞しかない。一一方で，巡礼の指揮官を務める人物は，この40年ほどの期間に限っ

ては，全事例がアッバース家の親族である［表7］。さらに，姻戚が指揮官を務めた2例

［表7：2，17］を除くと，残りの全ての事例がアッバース家の成員（アッバースの子孫）で

ある。また，特徴的な現象として，カリフ自身による巡礼の増加を指摘することができる。

マンスールは欝ら5回の巡礼を指揮しており，マフデ9一死後の事例となるが，ラシードに

ついてはさらに多く9圓の巡礼を指揮している［TRM皿：605，　609－610，612，629，　638，646，

651，701；THH：366－375］。マルワーン家のカリフのうち，治世が10年以上にわたるアブ

ド・アルマリク，ワリード！世，ヒシャームのいずれもが，カリフとして！度しか巡礼を

行っていない［表4：2，4，16］ことと比較すると，大きく様棚が異なっている。

　次に，マルワーン家統治時代に見られる3翻の例外，すなわちメディナ総督以外が巡礼を

率いた事例について詳しく見ていきたい。これらの事例は，いくつかのパターンに分類する

ことができる。一一つめは，カリフ自身が巡礼を率いた事例である［表4：2，4－5，！6］。二つめ

は，1例のみであるが，ワリー・アルアフドが巡礼を率いた事例である［表4：20〕。三つめ

は，その他のカリフの王子が巡礼を率いた事例である。これはさらに，2種類に分類できる。

一方は，カリフがワリー・アルアフドにしょうと画策した王子であり［表4：4－5，8，21］55），

もう一方は巡礼の翌年にビザンツ方面への遠征の司令官を務めた王子である［表4：4，

8－10，17，21］56＞。そのほか，メッカ総督が巡礼を率いた事例も存在する［表4：L12，19，

54）紙輻の都合上，マフディーの治世までしか表では扱っていないが，それ以降の事例も史料で追

　うことができる。しかしながら，50年先のマームーーンの治盤まで兇ても，メディナ総督が巡礼を

　指揮した例は数［翻確認できるのみである［TRM班：832，1039，1044，1062，1111；THH：382－391］。

55）　坐時のカリフ（アブド・アルマリク，ワリード1世，ヒシャーム）が，すでにワリー・アルア

　フドが存在している中で，自らの息子［表4：4，5，8，2！］をワリー・アルアフドにしょうと面

　策したことについては，TRM　II：1！64－II68，1274－1275，174！－1750を参照されたい。おそらく，

　巡礼の指揮をさせることで，ワリー一・アルアフドを交替させることについての支持を集めようと

　図ったのであろう。

56）それぞれ，巡礼の翌年にビザンッ帝国領あるいはアルメニアへの遠征を行っている（表4；4，

　8，IO，17，2！はビザンツ領に，9のMaslama　b。‘Abd　al－Malikはアルメニアへ遠征している／
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26］o

　マルワーン家のカリフは巡礼についてどのような意義を見出だして，以上のような人々に

巡礼を率いさせたのであろうか。おそらく，カリフは巡礼に，全ムスリムに対して支配者が

誰であるかを再確認させるデモンストレーションの場としての意味を見出だしていたものと

推測される。地方単位では，毎週地方総督が指導する集団礼拝が支配者の確認の場となった

［Robinson　2005：！06－！09］のに対し，巡礼は，年に一度巡礼に参列する全地方のムスリム

に対して，カリフや王子やメディナ総督が彼らを率いて巡礼をすることで，支配者が誰であ

るかを確認させる機会となった。前述したように，アッパ～ス朝代には，カリフ霞らがたび

たび巡礼を指揮するようになり，カリフ自身が巡礼を行わない年であっても，巡礼にアッ

バース家の成員を毎年のように派遣するようになったことからも，こうした巡礼のデモンス

トレーションの場としての活用というのは，十分にありうる。また，おそらくそうした王朝

の支配を実感させる手段として，カリフやマルワーン家の王子は軍隊を伴ってシリアから巡

礼に訪れていた。カリフが巡礼にシリア軍を伴っていたことを示す記事はいくつか確認する

ことができる［TK：v．5：172；TRM　II：1233－1234，　！338］。またマルワーン家の王子について

も，前段落で示したように巡礼の指揮に訪れた翌年にビザンツ帝題画やアルメニアへの遠征

を行っている事例がしばしば確認でき，翌年の遠征に連れて行く軍隊を巡礼に引き連れてい

た可能性は低くない。このことは，巡礼と異教徒との聖戦という，ふたつの宗教的義務を連

続的に実践することで，王朝のイスラームを護持する者としての側爾をアピールする57）意

図もあったものと考えられる。

　ところで，スフヤーン家時代には巡礼の指揮窟がウマイや家の成員で占められ［表6］，

アッバース朝前期においても概ねアッバース家の成員で占められているのとは異なり，マル

ワーン家統治時代においてはtウマイや家ではない姻戚や親族ですらない人物が指揮を務め

る事例がいくつも確認できる［表4：1，6，1！，！3－15，19，23，26－27］。これは，マル

ワーン家統治時代までは維持されていた，メディナ総督が巡礼の指揮官となるという原則に

起卜するものである。スフヤーン家統治時代には，メディナ総督が全員ウマイや家の成員で

あり［表2］，原則どおりでも巡礼の指揮富を務めるのはウマイや家の成員となった。アッ

バース朝のカリフはその原則にとらわれることをやめ，メディナ総督にアッバース家以外の

入物がなった時も，アッバース家の双翼を巡礼の指揮富として別に派遣した［表3：2－5，7，

9－10；表7］。しかし，このふたつの時代の問にあるマルワーン家統治1痔代は，第2次内乱

期にウマイや家の成員の大部分がメディナを離れたことにより，メディナ総督にウマイや家

の成員を登用することがおそらく手軽な選択肢ではなくなったために，ウマイや家の成員以

外の人物も登用されるようになった。しかしメデdナ総督が巡礼を指揮する原劉は維持され

x　　［TI｛H：2！4，　238，　244，　271，　275］o）

57）壁戦（ジハード）の実践を，薫朝の正盗盤と結びつける考え方についてはBlankinship　1994：

　78－79；Bo鰍ner　2006：121－124を参照されたい。
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ており，特にシリアからカリフや王子が訪れない年には，彼らが巡礼を指揮した。こうした

状況下でカリフの姻戚がしばしばメディナ総督に登熔されたのは、彼らにもウマイや家の成

員の代わりに，王朝の代表者として巡礼を指揮することが期待されたためであろう。巡礼の

指揮宮が王朝の代表者としての側藤をもったことは，ウマイや家の成員でも生平でもない

℃鋤aa　b．　HayyanとAbG　Bakr　b．　Uazmがメディナ総督であった時…代に，彼らに巡礼の指揮

をさせず，わざわざマルワーン家の王子やウマイや家の成員であったメッカ総督に巡礼の指

揮蜜を務めさせ［表4：5，8畦0，！2］，指揮官をウマイや家の成員にする努力がなされてい

たことが窺える58）点からも推測することができる。

お　わ　り　に

　本稿は，先行研究において軽視されてきた，ウマイや朝のマルワーン家統治藤代のメディナ

について，ウマイや朝による支配のあり方や，同地の支配に王朝がどのような意義を見出だし

ていたかを探るべく議論を進めてきた。初期イスラーム史研究において，ムスリムの著作の

利用は問題をはらんでいるものの，メディナは，貨幣等の；潤時代史料やキリスト教徒の史料が

利用できないため，後世のムスリムの著作を有効利用すべくプロソポグラフィの手法を用い，

メディナ総督および巡礼の指揮宮の情報を精査することで，先に示した睡的に到達すること

をiEl指した。その結果まずマルワーン家統治時代のメディナ総督には，カリフの親族と，メ

ディナに地縁を有するメディナの出身者が重用されていたことが判明した。またメディナ総

督に任命されたカリフの親族は，カリフの息子や兄弟といった近しい人物ではなく，しばしば

姻戚も登用されていた。メディナ，あるいはメディナの位遣するヒジャーズ地方は，度々内

乱や反乱の舞台となったものの，同じく反乱の温床となったイラクと比べて入口に乏しく，

おそらく，そのために王朝に軍事的な脅威と認識されず，王朝による圧力は比較的穏やかな

ものとなり、地縁をもつ人物の重用という融和的な人事が行われ，また名誉職閑職として

この地の総督職は血筋の遠い親族にあてがわれた。一方，マルワーン家統治時代のメディナ

総督はムハンマドの時代以来の伝統に則り，毎年行われている巡礼の指揮窟の役割を燈って

いた。マルワーン家のカリフにとって巡礼は，おそらく巡礼に参列する全ムスリムに対して

支配者が誰であるかを知らしめるデモンストレーションの場としての意味ももっていた。時

に，シリアからカリフやその王子たちが軍隊を率いて巡礼を行い，参列者に威厳を振りまい

た。メディナ総督は，単なる閑職だったのではなく，通常時に巡礼を指揮する王朝の代表者

としての役割が期待されたために，カリフの親族が重用されたのである。

［本稿は京都大学に提出した博士論文（20！0年度）の第2章を加筆訂正したものである。］

58）　こうした努力は，ウマル2世およびヤズィード2世の治世には冤られないが［表4：！！，

　！3－！4］，これらの事例の意味する所を十分に説明することができない。今後の検討課題としたい。
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表1マルワーン家統治時代のメディナ総督

人名 引腰澗59＞ 備考60） 典拠

アブド・アルマリクの治世

1　Tthriq　b．　‘Amr

2　ai一一Haggag　b．　YUsuf　al－Taqafi

3　Yahya　b．　al－ITIal〈am　b．　Abi　al一’A＄

4　Ab2n　b．　‘Utman　b．　‘Affan

5　Higarri　b．　lsma’ll　al－Mahzrkmi

73－74年

7を75年

75－76到三

76－83二三　　　U

83－87八三

‘Utmanのマウラー
　　　等身
　（後に姻戚61））

　　　　X

　　u：叔父
　　　出身

TRM　II　：　852　i

　T王｛H：226

TRM　II　：　854　；

　THH：226
TRM　II　：　863　；

　TffH：226

はとこ，姻戚：妃62）TRM　II：940；

　の叔父／出身

姻戚：妃63＞の父

　　　出身

　TI｛H：226

日目八厘11：1127；

　THH：226
ワリ・・一一ド1世の治世

6　‘Umar　b．　‘Abd　aE一‘Aziz　b．　Marwan

7　’UtmAn　b．　｝layy2n　al－Murri

87－93年

93－96喬三

U従弟，姻戚：妃64）

　　の兄弟／禺身

TRM　II　：　1182　：

　THH　i　241

TRM　II　：　1254　；

　THH：241
スライマーン，ウマル2鷹の一言

8　AbU　Bakr　b．　Mubarrirnad　b．　‘Amr　b．

　慧azm　al－An＄きrI

96－10！勾三

出身

TRM　II　：　1282　；

　THH：247
ヤズd一ド2儀の治世

59）　メディナ総督の在職期間について，TRMとTHHの情報はほぼ一致しているが，一年程度のず

　れは時折確認される。しかし，本章での議論に影響を及ぼすほどの違いはないため，表には

　TRMに記録されている就任，解任の年を採用し，　THHとの朝違は一々指摘しない。

60）備考欄の上段は，カリフと総督との関係を表している。表巾のUはウマイや家の成員であるこ

　　とを示す［系図］。下段は総督がメディナの繊身者であるか，あるいはその父祖がメディナの禺身

　であったかを示している。また下段の※印は，その人物がメッカとターイフの総督を兼任してい

　たことを示す（そのうち表1：9の人物はtメッカ総督のみ兼任）。表2，表3の備考欄について

　　もこの表と同様である。

61）　ハッジャージュは，姪をアブド・アルマリクの息子のYazid（後のカリフ繍ヤズィード2世）

　に嫁がせ［NQ：167；TRM　II：1359］，また，麟らの娘をワリード！世の息子al－Masrorに嫁がせ

　て£AAv．8：67］Tカリフとの姻戚関係を結んでいる。しかし，彼がメディナ総督となった74年

　の1博点では，Yazidはまだ10歳にも達しておらず，鎗年が定かではないai－Masr廉についても，

　父のワリードがこの時点で2G代前半であり，仮に生、まれていたとしても，成年に達していないこ

　　とは明らかである。よってこの姻戚関係は，aトHa二二がメディナ総督を退任し，イラク総督に

　就任した後に作られたものと考えられる。

62）Umm　Ayyab　bt．　‘Anir　b．‘Utman　b，‘Affan〔NQ：164；AA　v．4／2：473；TRM　II：1174］。この女性

　　との婚姻については，Aban　b，‘Utmanの総督就任以前であるかは不明であるが，マルワーーンの世

　代からウスマーンの一族との間には緊密な婚姻関係が結ばれており［NQ：160－16it　170；後藤

　1988：173－！74］，この婚姻がメディナ縛代に行われた可能性は否定できない。

63）　Umm　Hi§am　bt　Higam　b．　Isma‘ll〔NQ：164；AA　v．4／2：473；TRM　II：1174］。カリフ＝ヒ

　　シャームの慨［AA　v、8：367；TRM　II：1466；TY　v．　2：378－379〕。ヒシャームの生年は72年であ

　　るため，この女性との結婚はHisam　b．　Isma‘llのメディナ総督就任以前のことである。

64）　Umm　al－Banln　bピAbd　al一‘Azlz　b．　Marwan［NQ：！65；AA　v．8：65］。カリフ・・ワリードの三E子

　である‘Abd　ai一’Azizの母であり，彼がワリード1世の治世に地方総督や遠征の司令窟，巡礼の指

　揮窟をしており［TRM　li：1217，！256；THH：238，242；AA　v．8：7！；表4：8］，その生年は70年代

　以前と推測できることから，この女性との結婚はウマルのメディナ総督就任以前のことである。
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9　‘Abd　al－Rahm2以上b，　al－Pahhak　b．　Qays

　al－Fihrl

lQ‘Abd　a1－Wahid　b．‘Abd　A疑臨a1－Na事r重
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101－104年

！04畦G6年

父橿が肉身／※

　　　X

TRM　II　：　1372　；

　THH：259
TRM　II　：　1449　；

　THH：259
ヒシャームの治傲

II　lbrahirn　b，　Higam　b．　lsma‘il　ai－MahzCuni

12　Haaid　b．　’Abd　ai－Malik　b．　aE－Hcirit　b．

　a互一Hakam

13　Muhammad　b．　Higain　b．　lsma　Ei

　ai－Mahzllm1

106一圭！4年

114－118年

l18－125斑三

姻戚：愚65）の兄弟

　父襟が出身／※

　　u：はとこ

　　父穣が出身

姻戚：母：の兄弟

　父祖が繊身／※

TRM王1：三471；

　THH：287
TRM　II　：　1561　；

　THH：282
TR妻v工1王：1592；

　TH薮：283

ワリード2世の治’狽：

14　Yltsuf　b．　Mubammad　b．　Yttsuf　al－Taqafi 125－126年 姻戚：母66）の兄弟

　　　　・X

TRM　II：1768；

　THH　i　291

ヤズイード3世の治世

！5　‘Abd　aFAziz　b．　‘Abd　Allah　b．　iAmr　b．

　‘Utman

！6‘Abd　aドAz至z　b．℃rmar　b．」Abd　aドAz豆z

　！26年

126－129｛｛三

u（遠縁）

父祖が出身／※

　U：はとこ
父祖が出身／※

TRM　II：1870；
　・ISHH　：　294

TRM　II　：　1870　；

　THH：294
マルワーン2世の治世

17　‘Abd　al－Wahid　b．　Sulayman　b．

　　‘Abd　al－Malil〈

18　‘Abd　al－Maiil〈　b．　Muhammad　b．　‘Atiya

　al－Sa　’di

19　YRsuf　b．　‘Urwa　b．　Mukammad　b，　‘Aviya

　al－Sa‘di

129－！30喚三

圭30－13隔年67＞

　　132年

U：従兄の子
父祖が出身／※

　　　X・

　　　X

TRM　II　：　1981　；

　THK：328
TRM　II　：　2014　l

　THff　i　328

TRM　III　：　72　；

　THH：328

表2　スフヤーン家統治聴代のメディナ総督

人名 在職期間 備考 典拠

ムアーウイヤ1世の治世

1　Marwan　b．　alUakam　b．　Abl　al一‘A＄

2　Sa‘ld　b．　aFA＄　b．　Sa‘id　b．　aFA＄　b，　EJmayya

3　al－WalTd　b．　‘Utba　b．　Abi　Sufyan

42－49，

54－57年

49－54年

57－60脅三

　U　はとこ
　　　畠身

U：はとこの子
　　　出身

　　u：甥
　　　出身

TRM工亙：16，164；

THH　：　153－！54，　169

　TRM　II　：　86　；

　　THH：157
　TRM　II　：　18e　；

　　T王鷺：170

ヤズイード1世の治乱
4　‘Amr　b．　Sa‘ld　b．　ai一‘A＄　b，　Sa‘ld　b．　aFAs

3’　al－Walid　b．　‘Utba　b．　Abl　Sufyan

60－61年

6！－62年

間（遠縁）

　出身

u；従兄弟

　出身

TRM　II　：　222　；

　THH：178
TRM　II　：　399　；

T｝IK　：　194－195

65＞前掲注63を参照のこと。

66＞　ワリード2世の母はUmm　a1－Haggag　bt．　M漁ammad　b．　YasuE［NQ：166－167；AA　v，9：！27；

　TRM　II二1810；TY　v．2：396］。

67）TRMにおいて，130年に備州の巡礼を指揮した入物（Muhammad　b．　‘Abd　aE一｝vlaiik）がメッカ

　　やメディナの総督と認されているが£TRM　II：20i7］，これはおそらくLAbd　al－Malik　b．

　　Muhammad　al－Sa’d1がイエメンへと遠征に向かった際にメッカの代理総督として残した，その息

　　子のM漁ammad　b．’Abδal－Malik　b，　Mubammadと混罰しているのだと考えられる［注74］。
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5‘Utman　b．　Mulユammad　b．　Abl　Sufy2n　　　　62－63年　　　　U：従兄弟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊身

　　　　　49

TRM　I工：402；

　T薮H：195

表3　アッバース朝初期（マフディーの治世まで）のメディナ総督

人名 窪耳哉期間 備考68） 典拠

サッファーフ（Abtt　ai一‘Abb2s　‘Abd　Allah　b．　Mu恥ammad　b。“Ali）の治世

1　Dawud　b．　‘Ali　b．　‘Abd　AH2h　b．　al一‘Abbas

2　Ziyad　b．　‘Ubayd　Allah　al－Harit1

132－133空1三

133－14！肉三

　　A：叔父
　　父祖が出身

姻戚：母69）の兄弟

TRM　III　：　72　；

　THH：334
TRM　III　：　73　；

　THH：334
マンスール（AbU　Ga‘far　b．　M癖ammad　b．’Ail）の治世

3　Muhammad　b，　ljalid　b．　‘Abd　Allah　ai－Qasr1

4　Riyab　b．　‘Utman　b．　Hayyan　ai－rviurri

5　‘Abd　Aliah　b．　ai－Rabi‘　b．　’Ubayd　Allah

　al一一Harit1

6　Ga‘far　b．　Sulayrnan　b．　‘AII　b．‘Abd　Allah

　b．　aFAbbas

7　ai－Hasan　b．　Zayd　b．　al－！jasan　b．　‘Ali

8　’Abd　al一＄amad　b．　‘AII　b．　’Abd　Allah　b．

　aFAbbas

14！－！44勾三

144級45年

145－146殉三

146－150　a’F

150－155勾三

155－159殉三

A：従兄弟
父根が黒身

（ハサン家）

　　出身

A：叔父
父撮が出身

TRM　III　：　137　：

　THH：348
TRM　III　：　！4・3　；

　THH：348
TRM　III　：　265　；

　THH：348
TRM　III　：　326　1

　丁王｛H：348

TRM　III　：　358　；

　TNH：353
TRM　III　：　377　；

　THH：349
マフデイー（Muhammad　b．　Abi　Oa‘far）の治鷹

9　Muharnmad　b，　‘Abd　Allah　al－Katlri

10　’Ubayd　Ai｝2h　b．　Mubarnmad　al－Gttmat　Ti

6’　Ga’far　b．　Sulayman　b，　‘Ali　b．‘Abd　Allah

　b．aドAbb譲s

IHbrahim　b，　Yabya　b．　Muhammad　b．　‘AII

　b．　‘Abd　Allah

！2　lsbaq　b．　‘lsa　b，　‘Ali　b．　‘Abd　Allah　b．　aE一’Abbas

　！59年

159－1606i三

160－166年

166－167喬三

167－169　．Zrfil

　　　幽身

　　　鵬身

A：父の従兄弟
　父根が黒身

　A：従兄弟
　父祖が禺身

A：父の従兄弟
　父根が出身

TRM　III　：　460　；

　THH：358
TRM　III　：　460　；

　THH：358
TRM　III　i　492　；

　THH：358
TRM　III　：　517　；

　THH：358
TRM　III　：　520　i

　TH正｛：358

表4　マルワーン家統治時代の巡礼の指揮官

巡礼の年 指揮窟の人名 備考70） 典拠

1 72－74　al－Haggag　b．　Yasuf　al－Taqafi

（31亘D

＠071＞ TRM　II：834，　853，　8621TI｛H：

232；TY　v，　2：　336；KTvE：24

2 75 アブド・アルマリク カリフ TRM　II：873；TffH：2321
　TY　v．　2：　336；1〈M：24

68）　血中のAはアッバース家の成員であることを示す。

69）　サッファーフの母はRayta　bt．　‘Ubayd　Allah　b．‘Abd　Allah　al－Haritl［NQ：30；TRM　III：88；TY

　　v．　2：　4！7－4・18］0

70）凹凹の○はメディナ総督，⑱はメッカ総督であることを示す。△はメディナ総督の代理，Aは

　　メッカ総督の代理であることを示す。以下表5－7も同様。

71＞　72年はヒジャーズ遠回の司令窟（シリア軍のみ〉として，73年はメッカ総督として，74年は

　　メディナ総督として巡礼を指揮した。
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3 76－77，

79－80，　82

（5圓〉

Aban　b．　‘IJtman　b，　‘Affan o TRM　II　：　940，　1031，　1039，

1046，　10851THH：2321

TY　v．　2：　336；KM：25

4 78，　91

（2剛

al－Walld　b．　‘Abd　al－Mcftlik

（ワリード1世）

78年は後継者候補兼
夏の遠征の司令窟
　　9！年はカリフ

TRM　II　：　！035，　1232－1234　；

TKH：232，　242；TY　v．　2：

　　340－341；1〈M：26

5 81，　97

（2　ma）

Sulayman　b．‘Abd　al－Ma甑

（スライマーン）

81薙は後継者’候補

　97年はカリフ

TRM　II：1063，　1314；THH：

232，　248；TY　v．　2：336，　360；

　　　　　KM　：　25－26

6 83－86

（4剛

Higam　b．　lsm2‘ll　al－Mahzami o 　TRM　II　：　！！27，　！！32，　！171，

1182；THff：232，　242；TY　v．　2：

　　　　336，　349；KM：25

7 87－90，　92

（5翻〉

’Urnar　b．　‘Abd　ai一‘Aziz72） o 　TRM　II：1191，　1196，　1200，

　　1208，　1235；　THH：242；

TY　v．　2：　349－350；KM：25－26

8 93 ‘Abd　al一‘Azlz　b．　al－Walid　b．

’Abd　al－Malil〈

　後継者候補兼

夏の遠征の司令霧
TRM　II：1255；THH：242；

　　　　　KM：26
9 94 MasEama　b．　‘Abd　ai－1　lalik 夏の遠征の司令蜜 TRM　II：1266；THH：242；

　　　　　王くM：26

！0 95 BiSr　b．　al－Waiid　b．　‘Abd

al一？vlaaik

夏の遠’征の司今窟 TRM　II　：　1269　；　TH｝｛E　：　242　；

　　　　　KM：26

1i　96，　99－！00　Abit　Bakr　b．　Muhammad　ibn

　　　　（3M）　Mazm
o TRM　II　：　1305，　1346，　1358－1359　i

THK：248，　253：TY　v．　2：　360，

　　　　370；王くM：26－28

12 98 ‘Abd　aドAzTz　b．‘Abd　Allah　b．

ualid
TRM　II　i　13351THH：248；

　TY　v．　2：　360；1〈M：26

！3 10i－！03　‘Abd　al’Rahm2n　b．　ai－Dahh．　ak

（3翻）　b．

　　　　　　Qays

o 　TRM　II　：　！394，　1436－1437　I

THH：　262；　TY　v．　2：　377；　1〈M：　28

！4 104 ‘Abd　al－Wahid　b．　‘Abd　AIIah

ai－Na．　＄rl

o TRM　II　i　1461；THH：262　i

　TY　v．　2：　377；KM：28

！5　105，　107－II2　lbrahim　b．　｝lig2m　al－Mahzaml

　　　　（7剛
o TRM　II　：　146Z　1491，　1494，　1505，

1526，　1530，　1559；THK：285；

　　TY　v．　2：　394；KM：29

16 106 ヒシャーム カリフ TRM　II：　1482；THH：285；

　TY　v．　2：　394：　KM：29

17 113 Sulayman　b．　HiSam　b．　‘Abd

al－Malil｛

夏の遠征の司令密 TRM　II：！560；TKH：285；

　TY　v，　2：　394；KM：29

18 114，　117　Halid　b．　‘Abd　ai－Malik　b．

（2翻）　al－H2rit
o 　TRM　II：1562，　1586：Tff｝1：

285－286；　TY　v．　2：　394；　1〈M：29

19　i15，118，　Muhammad　b，　Higam
　　！20－122，　124　al－Mah．　zUmi

　　　　（6圃）

麟073＞ TR］vHI　：　1563，　1592，　1666，　！698，

　1717，　1727iTHH：285一　286　i

　　TY　v．　2：　394；1〈M：30

20 116 al－Walld　b．　Yazld　b．　iAbd

aトMalik

ワリー・アルアフド TRM　II二1572；THH：285；
　TY　v．　2：　394；　1〈M：29

21 119 Masiama　b．　HiSam　b．　‘Abd

al－Mal童k

　後継者候補兼
夏の遠’征の司令窟

TRM　II：！635；THH：286；
　　　　TY　v．　2：　394

72）　88年の巡礼指揮官については，‘Umar　b．　‘Abd　aE一‘Azizとする説〔TRM　H：！！96；TY　v．2：349；

　　K：M：25］のほかに，‘Umar　b．　al－Walid　b．’Abd　aレMalikとする説が見られる［TRM　II：1！97；

　　THH：234，　242；KM：25－26i。‘Umar　b．　al－Walldは嘉膝ヨルダン総督であった〔注45］。

73）1！5年はメッカ総督として，118年以降はメディナ総督として巡礼を指揮した。
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22 123 Yazld　b．　HiSam　b，　‘Abd

al－Malik

TRM　II：1725；THH　i　2861

　　　　TY　v．　2：　394

23 125 YSsuf　b．　Mubammad　al－Taqafi o TRM　II：1769　i　THH：292；

　　　　　KM：31

24 126－128
（3回）

‘Abd　aFAzlz　b．　‘Umar o 　TRM　II：1875，　1917，　1942；

THH：　329；　TY　v．　2：　417；　KM：　32

25 129 ‘Abd　al－Wahid　b．　Sulayman o TRM　II：1983；THH：329；
　TY　v，　2：　4！7；　KM　：　33

26 130 Muhammad　b．‘Abd　al－Malik
al－Sa‘d174＞

A THH：317；　AA　v．　9：　304

27 ！3！ al－Walid　b．　‘Vrwa　b．

Muhammad　ai－Sa‘di75＞
A TRM　III：！1　i　THH　i　329　i

　　　　KM：33

表5　正統カリフ時代までの巡礼の指揮宮
ぽ
胴釜 指揮窟の人名 備考 典拠

1 8，　11

（2測）

‘Attab　b，　Asid　b．　Abl　aFls　b．

Umayya
＠ TRM　1：　1685，　20！5；THH：56，

77；TY　v．2182；KM二11－12

2 9，　12

（2囲）

AbU　Bakr　alew＄iddlq

（アブー・バクル）

12年はカリフ 　TRM　1　：　！720，　2077－2078　；

TffH：57，　79；TY　v，　2：　82，　156；

　　　　　KM：12－13

3 10 ムハンマド 預叢渚 TRM　1：　1751－1756：　THI｛：　58：

　TY　v．　2：　121－！25；KM：！2

4 13，　24

（2圓〉

‘Abd　al－Rahman　b，　‘Awf

al－Zuhrl

TRM　1：　2212，　2809；THH：84，

　1131TY　v．　2：　183，　2e5　i

　　　　　KM：13，　15

5 14－23

（10剛
ウマル1世 カリフ TRM　1：　2388，　2425，　2480，　2569，

　2578－2579，　2595，　2646，　2693，

2721；THH：88；TY　v．　2：　！83；

　　　　　　KM：14

6 25－3476＞

（10園）

ウスマーン カリフ TRM　1　：　2810－2811，　2819，　2828，

2833，　2864，　2888，　2926，　2941；

THH：l14－II5；TY　v．　2：　205；

　　　　　KM　：　15－16

7 35 ’Abd　Allah　b，　al一’Abbas TRM　1：　3045；THH：133；TY　v．

　　　　2：205；K］v｛　17

74）　この年の巡礼指揮官に関する記事は混乱が生じている。メディナ総督である，表1：18の‘Abd

　al－Malik　b．　M的ammad　al－Sa‘diとする説£THH：329］のほかに，マルワーン家のMuhammad　b．

　’Abd　al－Malikとする説£TRM　II：2017］，表1：18の息子のMukammad　b．‘Abd　al－Malik　a1－Sa’di

　　とする説［THH：317；AA　v．9：304］が見られる。これらの史料のうち，‘Abd　aレMalik　b．

　M的ammad　al－Sa‘diのヒジャーズ地方，イエメン遠征について最も詳細な記録を残しているAA

　　の記述によれば，2度眼のイエメン遼征を命じられだAbd　aFMaiik　b．　Muhammadが，息子の

　　Muhammad　b．　‘Abd　al－Malikをメッカ総督代理として残し，130年の巡礼の指揮を命じた。ほか

　　の史料と異なり，巡礼の指揮官の任命に至るまでの文脈の説明もなされていることを信頼し，

　　Muhammad　b．‘Abd　aレMalik　al－Sa‘di説を採用する。なお，　TY　v．2：417；KM：33では

　　Mubarnmad　b．‘Abd　a1－Malik　b．　‘Atlyaとなっており，’Agyaの前に入るMubammadが脱落して

　　いるのだとすれば，これらも表1：18の息子Muhammad　b．‘Abd　al－Malik　b．　Mぬammad　b，‘Atlya

　　を指しているのだと考えられる。

75）　表1：18の’Abd　al－Malik　ai－Sa‘diの甥であり，彼がイエメン遠征をしていた期間のメディナの

　　総督代理である［TRM　III：11；THH：328］。

76）TRMには，32年の巡礼の記事が見られない［TRM　I：2888－2906］。



52 横　内　蕎　郎

アリーの治世（第1次内乱期）

7 36 ‘Abd　Allah　b．　aFAbbas バスラ総督 TRM　I　i　32731THH：　143－144；

　　TY　v，　2：　254；KM：！7

8 37 ‘Ubayd　AIEah　b．　aFAbbas イエメン総督 TRI＞重王：3390；丁王｛王｛：143；

　　　TY　v．　2：　254

9 38 Qttgam　b，　aFAbbas tw TRM　1：　3443；THH：　M9；

　TY　v．　2：　254；KM：17

10 39 Sayba　b．　‘Utman　b．　Abi　［1］aEt　a TRM　I　i　3448；　THH：　i49－1501

　　TY　v，2：254；KM二17

表6　スフヤーン家統治時代の巡礼の指揮官

巡礼の年 指揮窟の人名 備考 典拠

1 41－4277）

（2剛

‘Utba　b．　Abl　Sufyan ＠78） TMD　v．38：266；注77

2　43，　45，　48，

　　　　54－55

　　　　（5園）

Marwan　b．　al－Hakam o TRM　II：67，　81，　85，　！70，　1721

　　THH　：　！55－！56，　169　I

　　TY　v．　2：　284；KM：20

3 44r　50

（2副

ムアーウィヤ1一世 カリフ TRM　II：70；THH：155，　159，

｝65；T￥　v．　2：　284；1〈M：20

4 46－47

（2剛

‘Anbasa　b，　Abl　Sufyan 鰹79＞ TMD　v．　47：21：z’．S．　77

5　49，　52－53
　　　　（3回）

Sa‘ld　b．　al一’A＄ o TRM　II：87，　！57，　！63；THH　i

！57－158，　165，　168；TY　v，　2：284；

　　　　　　KM：20
6 51 Yazid　b，　Mu‘awiya　b，　Abi

Sufyarmn
ワリー・アルアフド TRM　II　：　156　；　TY　v．　2：　284　；

　　　　　1くM：20

7 56－58，

61－6280）

（5回）

al－Waild　b．　“Utba　b．　Abl　SLifyan o TRM　II：173，　188，　399，　405；

THH：　！70，　195；TY　v，　2：

284－285，　302；KM：20－21

8 59 ‘U蜘a且b．Mubam膿ad　b，　AbI

S殺fyan

TRM　11：165；THH：172；
　TY　v．　2：　285；1〈M：21

9 60 ‘Amr　b．　Sa‘id　b，　aFA＄ o TRIV［　II：295；THII：1941

　TY　v．　2：　302；KM：21

77）　TRM　H：16，　84－85；KM：20によれば，’Utba　b，　Abl　Sufyanが巡礼を指揮したのは4！年，46年，

　　47年の3i亘1である。しかし，エジプトの地方史であるWQによれば，‘Utbaは44年に死亡して

　　おり［WQ；36］，　TMDに引照されているエジプトのal－Lay亡b．　Sa‘d（彼も‘Vtbaの死亡年を44

　　年としている［TMD　v．38：272］）からの丁丁では，‘Utbaによる巡礼の指揮は4！と42年であり

　　［TMD　v．38：266］，46年と47年の巡礼は表6：4の‘Anbasa　b．　Abi　Sufyanが指揮している

　　［TMD　v．47：21］。なお，‘Anbasaは郵博メッカ総督であったと推灘され（彼のメッカ総督任命を

　　伝えるAAv，4／1：！59には，前任潜からの引継ぎの年月は記載されていないが，彼が48年に死

　　亡するまで，メッカ総督を務めていたことが記されている），彼がこの2年の巡礼の指揮を務めた

　　可能牲は高い。‘Utbaと’Anbasaの巡礼の指揮を務めた年に関する情報は，　TRM，　THH，　TYの間

　　でも一致しておらず（TY　v．2：284は4M2，46－47の4年全てを‘Utbaによる巡礼とし，　THH：

　　154，157は41年と46奪を‘Utba，42年と47年を‘Anbasaによる巡礼としている），恐らく両著の

　　綴りが似ているために混乱が生じたのであろう。

78）ムアーーウィヤ1世は第1次内乱平定後‘Utba　b．　Abl　SufyaRをメッカ総督に任命し，その後43

　　年にエジプト総督に任命している［AA　v．4／1：5，159；WQ：35］。

79）前掲注77を参照のこと。

80）TRMには，57年の巡礼の記事が見られない［TRM　H：180］。
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表7　アッバース朝初期（マフデK一の治世まで）の巡礼の指揮官

53

巡礼の年 指揮密の人名 備考 典拠

！ 132 Dawbd　b，　‘AII　b．　’Abd　A112h　b．

aFAbbas
o TRM　III　：　72　；　T｝｛［K　：　335　；

　　　TY　v．　2：　434

2 133 Ziyad　b．　‘Ubayd　Ailah　al－Haritl

（姻戚8隔り
o TRM　III　：　75　；　THH　：　335　；

　TY　v，　2：　435；KM：34

3 ！34，143　‘ls註b．　M額s議b．　Mu毎ammad　b．

（2隠）　‘AII　b．　‘Abd　Allah

　134　t，fi）1｛g

クーファ総督

TRM　III　：　81，　142　i　TMH　：　335，

　339；TY　v．　2：435，　469；

　　　　　KMi34－35

4 135 SuEayman　b．　‘AII　b．　‘Abd　Ali2h

b．　aYAbbas

バスラ総督 TRrv［　III：84；TllH：335；

　TY　v．　2：　435；KM：34

5　136，　140，　144，

　　　圭47，152

　　　　（51曙）

マンスール カリフ TRM　III　：　91，　128－！29，　！43，　353，

　3691TI／II÷1：335，　338，　340，

　　343－344；TY　v．　2：469；

　　　　　KM　：　34－35

6 ！37，　142　lsma‘il　b．　‘AII　b．　‘Abd　Allah　b．

（2　11一］1）　aE一‘Abbas

モスル総督 TRM　II工：121，14！；TRH　337，

339；TYv．2：469；K二M：34－35

7 138 aトFa磁b．　sali取b．‘A1亙b，‘Abd

Allah
TRM　III：124；THI－I　i　337；TY

　　　v，　2：　469；KM：34

8 139，156　al一‘Abbas　b．　Mul）ainmad　b．‘Ali

（2回）　　b，‘Abd　Ai12h

TRM　III　：　127，　378　；　THH　：　337，

　　346；TY　v．　2：　469－470；

　　　　　K＝八厘：35－36

9 ！41 S21ih　b．」Ali　b．　‘Abd　Aliah　b．　ダマスクス他の総督　　TRM　III：138；THH：339；

al一‘Abbas　TY　v．　2：　469；KM：35
！0 ！45 ai－Sarl　b．　‘Abd　Ailah　b．　al－ifarit

b．aドAbb農s

tw TRM　III　：　318　1　THH　：　342　i

　TY　v，　2：　469；1〈M：35

Il ！46 ‘Abd　al－Wahhab　b．　lbr2hlm

b．　Muhammad　b．　‘AII

TRM　III：328　i　THH：3431

　TY　v，　2：　469；KM：35

！2 148 Ca’far　b．　Abl　Ga‘far　al－Man＄tu’ TRM　III：353；Tll｝1：3431

　TY　v，　2：　469；KM：35

13　149，　151，　Mut　ammad　b．　lbrahlm　b．

　　　154（3翻）Muharamad　b．‘Ali

＠ 　　TRM　III　i　354，　368，　373；

THH：　344，　356－357；　TY　v．　2：

　　469－470，　485；KM：35

14　150，　！5582＞　’Abd　al一＄amad　b．　‘AII　b，　‘Abd

　　　　（2　leq）　Allah　b．　aFAbbas

083） TRM　III　：　359　1　THE［　：　344　；

TY　v，　2：　469－470；KM：35

15 153，　160　Mubammad　al－Mahdi
（2偉D　（マフデイ　）

153年はワリー一・

　アルアフド，

！60年掛カリフ

TRIM　III：371，　482：TI－IH：345，

　　348；TY　v．　2：　470，　485；

　　　　　KM：35－36

16　157－！58，
　　　166－167Sii）

　　　　（4回）

Ibrahim　b．　Yahya一　b．

Mubammad　b．　‘Ali

翻085＞ TRM　III　：　380，　391，　518，　520　：

TliH：346－347，　356；TY　v，　2：

　　　470，　485；K］v［i36

8！）　表3：2の人物。前掲濡69を参照のこと。

82）TRMおよびTHHにおいて，！55年の巡礼の記事が見られない［TRM　III：373－377　；THH：
　　346］0

83）　メディナ総督として巡礼を指揮したのは，！55年のみ俵3：8］。

84）　166年の巡礼指揮官については，TRMを除くTHH，　TY，　K：Mが表7；！3のMulユammad　b、

　　Ibrahlm　b．　MubarRmaδb．‘AIIとしている［THH：356；TY　v．2：485；KM：37］。

85）　メディナ総督として巡礼を指揮したのは166年と167奪の2圓［表3：11］。！67年の巡礼を執

　　り行った薩後に死亡した［TRM　III：520］。
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Yazld　b．　Man鱒r　al一耳ilnyarl　　　イエメン総督
（姻戚麗〉）

TRM　II：469；THH：348
　TY　v．　2：　485；KM：36

！8 161 Masa　（al－Hadl）　b．

Muhammad　al－Mahdi

ワリー・アルアフド TRM　II：492；TffH：355
　TY　v．　2：　485；KM：37

19 162 Ibrahlin　b．　Ga‘far　b．　Abi　Ga’far

ai－Mans潔

TRM　II：493：THff：355
　TY　v．　2：　485；KM：37

20 163，　168

（2圃）

‘All　b．　Muhammad　aE－Mahdi TRM　II　：　501，　522　；　THH　：　356－

357；TY　v．　2：　485；KM：37

21 ！64－165

（2圓）

Salih　b．　Abl　C｝a‘far　al－Mansar TRM　II　：　502－503，　505　；　THH

356；TY　v．　2：　485；　KM：37
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